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現
在
、
栗
山
の
消
防
署
に
は
２
台
の
救
急

車
が
配
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
22
年
中
の

救
急
車
出
動
件
数
は
４
９
４
件
、
搬
送
人
員

は
４
７
４
人
で
し
た
。
こ
れ
は
１
日
当
た
り

約
１
．
35
件
の
出
動
と
な
り
、
１
年
間
に
町

民
28
人
に
１
人
の
割
合
で
、
救
急
車
を
利
用

し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
搬
送
者
の
う

ち
軽
症
者
は
41
％
、
中
程
度
の
症
状
が
34
％

で
、
重
症
者
は
25
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
17
年
か
ら
携
帯
電
話
か
ら
の
１
１
９

番
通
報
が
、
直
接
、
栗
山
の
消
防
署
に
入
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
南
空
知
４
町
か
ら
の

携
帯
電
話
に
よ
る
通
報
は
、
栗
山
の
消
防
署

へ
つ
な
が
り
各
消
防
支
署
に
転
送
さ
れ
ま
す
。

　

通
報
時
は
、
慌
て
ず
、
正
確
な
場
所
、
目

標
物
、
詳
し
い
状
況
な
ど
を
次
の
と
お
り
伝

え
ま
し
ょ
う
。

①
「
救
急
で
す
」
と
は
っ
き
り
伝
え
る

②
住
所
は
正
し
く
、
詳
し
く
伝
え
る
（
目
印

に
な
る
、
建
物
や
公
園
な
ど
を
伝
え
る
）

③
病
気
の
症
状
や
怪
我
な
ど
の
状
況
を
正
確

に
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
（
傷
病
者
の
人

数
、
性
別
、
年
齢
、
容
態
な
ど
）

④
通
報
者
の
氏
名
・
連
絡
先
を
伝
え
る
「
私

の
名
前
は
〇
〇
〇
〇
で
す
。
電
話
番
号
は

〇
〇-

〇
〇
〇
〇
で
す
」　

　

指
令
室
の
担
当
者
は
、「
携
帯
電
話
か
ら
の

通
報
が
多
く
な
り
、
地
元
の
土
地
勘
が
な
い

方
か
ら
の
通
報
も
増
え
て
い
ま
す
。
現
場
を

正
確
に
伝
え
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
で
、
何

か
目
印
と
な
る
建
物
を
見
つ
け
て
、
正
確
な

情
報
が
も
ら
え
る
と
到
着
が
速
く
な
り
ま
す
」

と
話
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
も
旅
先
で
は
気

に
留
め
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

左
の
表
は
、
心
肺
停
止
時
間
と
救
命
率
を

グ
ラ
フ
化
し
た
も
の
で
す
。
グ
ラ
フ
が
右
肩

下
が
り
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
て
く

だ
さ
い
。 

心
肺
蘇
生
法
を
開
始
す
る
時
間
が

１
分
遅
れ
る
こ
と
に
、
い
の
ち
の
助
か
る
割

合
は
７
％
～
10
％
低
下
し
て
い
き
、
10
分
経

過
し
て
し
ま
う
と
、
ほ
ぼ
助
か
ら
な
い
状
態

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

ま
た
、
完
全
に
心
臓
が
停
止
し
、
脳
に
酸

素
が
送
ら
れ
な
い
状
態
が
３
～
４
分
以
上
続

く
と
、
助
か
っ
て
も
重
い
後
遺
症
が
残
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。 

　

い
ざ
と
い
う
と
き
、
も
し
も
傷
病
者
に
何

も
救
命
手
当
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
、
心

臓
停
止
後
約
３
分
、
呼
吸
停
止
後
約
10
分
、

多
量
出
血
後
約
30
分
で
死
亡
率
は
50
％
に
も

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

一
方
、
救
急
車
の
到
着
ま
で
に
は
全
国
平

均
で
約
７
分
、
遠
方
や
大
規
模
な
事
故
発
生

時
は
、
さ
ら
に
時
間
が
か
か
る
可
能
性
が
考

え
ら
れ
ま
す
。
救
急
車
が
到
着
す
る
前
に
、

現
場
に
居
合
わ
せ
た
人
が
、
ど
れ
だ
け
早
く

救
命
手
当
を
行
え
る
か
が
、
傷
病
者
の
そ
の

後
の
救
命
率
を
大
き
く
左
右
し
ま
す
。

　

８
月
上
旬
、
町
内
の
ゴ
ル
フ
場
で
50
代
後

半
の
男
性
が
プ
レ
ー
中
に
倒
れ
て
心
肺
停
止

状
態
に
な
り
ま
し
た
。
３
分
後
に
ゴ
ル
フ
場

の
職
員
が
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
持
っ
て
現
場
に
到
着
。

偶
然
、
後
続
で
プ
レ
ー
を
し
て
い
た
医
師
や

救
急
救
命
士
の
グ
ル
ー
プ
が
４
回
Ａ
Ｅ
Ｄ
を

使
用
し
、
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
と
人
工
呼
吸
を

行
い
ま
し
た
。
救
急
隊
が
到
着
し
た
22
分
後

に
は
男
性
の
心
肺
機
能
、
意
識
と
も
回
復
し

て
い
ま
し
た
。
居
合
わ
せ
た
人
が
素
早
く
救

命
手
当
を
行
い
、
助
か
っ
た
成
功
例
で
す
。

　

万
が
一
、
皆
さ
ん
が
救
急
現
場
に
居
合
わ

せ
た
ら
…
。
何
を
す
れ
ば
よ
い
の
か
わ
か
ら

な
い
場
合
で
も
、
消
防
署
で
は
電
話
で
口
頭

指
導
を
し
ま
す
。
ま
ず
は
、
冷
静
に
傷
病
者

の
意
識
を
確
認
し
、
１
１
９
番
通
報
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

　

現
在
、
町
内
の
施
設
に
は
消
防
署
で
確
認

し
て
い
る
だ
け
で
26
台
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
使
用
の
際
、
音
声

ガ
イ
ド
に
よ
り
処
置
を
し
て
い
き
ま
す
が
、

い
ざ
と
い
う
時
、皆
さ
ん
は
大
丈
夫
で
す
か
？

　

児
童
セ
ン
タ
ー

　

町
内
小
中
学
校
５
校

　

栗
山
中
学
校
武
道
場

栗
山
高
等
学
校

町
立
介
護
福
祉
学
校

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

図
書
館

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
Ｅ
ｋ
ｉ
」

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
し
ゃ
る
る
」

角
田
改
善
セ
ン
タ
ー
・
南
部
公
民
館

栗
山
警
察
署

栗
山
赤
十
字
病
院

高
橋
歯
科
医
院

ハ
ロ
ー
Ｅ
Ｎ
Ｊ
Ｏ
Ｙ

サ
ン
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
栗
山

に
し
み
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク

パ
ー
ラ
ー
ハ
ビ
ン
栗
山
店

㈱
エ
ク
セ
ル
シ
ャ
ノ
ン
栗
山
工
場

そ
ら
ち
南
農
業
協
同
組
合

北
海
道
電
力
㈱
栗
山
営
業
所

㈱
エ
バ
ー
グ
リ
ー
ン　

９
月
９
日
は
「
救
急
の
日
」
で
す

　

突
然
の
病
気
や
け
が
、
交
通
事
故
な
ど
は
、
い
つ
自
分
の
身
に
降
り
か
か
っ
て
く
る
か

わ
か
り
ま
せ
ん
。
９
月
９
日
は
「
救
急
の
日
」
で
す
。「
救
急
の
日
」
を
含
む
９
月
４
日

か
ら
10
日
の
１
週
間
は
「
救
急
医
療
週
間
」
で
す
。
い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
、
地
域
全
体

の
「
救
命
力
」
を
上
げ
ま
し
ょ
う
。

　
　

突
然
の
病
気
や
け
が
は
、
い
つ
襲
っ
て
く

る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
家
族
や
身
近
な
人
が

突
然
目
の
前
で
倒
れ
た
時
、
大
切
な
命
を
救

う
た
め
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
法
と
心
肺
蘇
生
法

の
基
本
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

日　

時　

９
月
４
日　

午
後
１
時
～
３
時

場　

所　

ホ
テ
ル
パ
ラ
ダ
イ
ス
ヒ
ル
ズ

受
講
料　

無
料

内　

容　

救
急
隊
に
よ
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱

い
、
心
肺
蘇
生
法
、
応
急
措
置
な

ど
の
講
習

問
い
合
わ
せ　

消
防
署
生
活
安
全
課

　
　
　
　
　
　

☎
�
０
１
５
０

※
消
防
署
で
は
、
ご
希
望
に
よ
り
Ａ
Ｅ
Ｄ
講

習
な
ど
を
行
い
ま
す
。
地
域
全
体
の
救
命

力
を
上
げ
る
た
め
、
皆
さ
ん
の
積
極
的
な

ご
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。　

地
域
の
「
救
命
力
」
を
上
げ
ま
し
ょ
う

救
急
車
の
出
動
状
況

通
報
は
慌
て
ず
、
で
き
る
だ
け
正
確
に

で
き
る
だ
け
早
い
心
肺
蘇
生
を

現
場
で
の
素
早
い
手
当
が
命
を
救
う

増
え
て
い
ま
す
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
！

も
し
、
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
ら
…

119 番通報を受ける消防署の通信指令室

救命装置がならぶ救急車内部

救
急
講
習
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
！

昨年のＡＥＤ講習の様子

※
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
新
た
に
設
置
さ
れ
て
い
る
事
業
所
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
消
防
署
へ
ご
一
報
を
！

私たちの命を救う救急隊



自治基本条例
の検討が始まりました。

45

み
ん
な
で
つ
く
る

ま
ち
の
〝

憲
法
” 

②

め
る
も
の
で
す
。

　

町
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で

町
民
の
皆
さ
ん
と
対
話
・
議
論
し
、
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
の
自
治
基
本

条
例
の
検
討
を
と
お
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
実
践

を
検
証
す
る
と
と
も
に
、「
住
民
投
票
制
度
」

な
ど
、
新
た
な
方
法
の
検
討
も
行
い
、
栗
山
町

に
あ
っ
た
町
民
自
治
の
仕
組
み
の
実
現
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　

地
方
分
権
時
代
が
到
来
し
、
国
が
地
方
の
仕

事
の
や
り
方
を
指
示
し
て
き
た
時
代
は
終
わ
り

を
告
げ
ま
し
た
。
国
と
地
方
、
つ
ま
り
国
と
町

と
は
、
上
下
の
関
係
か
ら
、
対
等
・
協
力
の
関

係
へ
と
変
化
し
、
町
の
運
営
は
「
自
己
決
定
・

自
己
責
任
」
が
基
本
と
な
っ
た
の
で
す
。
厳
し

さ
を
増
す
財
政
状
況
の
中
、
将
来
を
見
据
え
、

限
ら
れ
た
町
の
資
源
を
ど
こ
に
投
資
す
る
の
か

を
選
択
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
、
次
の

世
代
に
何
が
残
せ
る
の
か
…
、
議
会
や
行
政
は

も
ち
ろ
ん
、
一
人
で
も
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん

の
参
加
と
合
意
に
よ
り
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
ま
ち
づ

く
り
の
進
め
方
の
基
本
ル
ー
ル
を
定
め
た
自
治

基
本
条
例
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

条
例
を
つ
く
る
こ
と
自
体
で
町
が
良
く
な
る

も
の
で
は
な
く
、『
ま
ち
の
憲
法
』
と
し
て
広

く
理
解
さ
れ
、
尊
重
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
始
め

て
そ
の
意
義
が
生
ま
れ
る
も
の
で
す
。

　

自
治
基
本
条
例
は
、
町
民
・
議
会
・
行
政

が
協
力
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た

め
の
基
本
的
な
ル
ー
ル
を
定
め
る
も
の
で
す
。

具
体
的
に
は
（
図
１
）
の
イ
メ
ー
ジ
例
の
様
に
、

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
や
、
行
政
（
役
場
）

の
仕
事
の
進
め
方
、
町
民
が
町
政
に
参
加
で

き
る
仕
組
み
、
さ
ら
に
は
、
民
意
を
直
接
投

票
で
問
う
「
住
民
投
票
制
度
」
な
ど
、
ま
ち

の
運
営
の
仕
組
み
を
明
ら
か
に
し
、
自
治
の

主
役
で
あ
る
町
民
の
皆
さ
ん
が
今
ま
で
以
上

に
参
加
で
き
、
納
得
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
に
自
治
体
独
自
の
ル
ー
ル
を
定

じ ち き ほ ん じ ょ う れ い

町では、自治の主役である町民と、議会、行政の三者が協力し、住み良いまちづくりを
進めていくための基本的なルール＝自治基本条例の策定に向けた検討を進めています。
自治基本条例は、町民の町政への参加や、議会・行政それぞれの運営のルールなどを
定めた ” まちの憲法 ” とも言われるものです。現在、公募町民による「 くりやまの自
治基本条例をつくる会」や町職員研究チームなどで調査検討が進められていますが、
今後、より多くの町民の皆さんとの議論の場を設けながら条例づくりを進めていきます。

住み良い栗山町をつくる、まちづくりの基本ルールを考える。

自
治
基
本
条
例
と
は

（図 1）自治基本条例に定められる内容の一例

◎ ｢条例｣とは？
　市町村が国の法律などに違反しない
　範囲で、議会の議決を経て制定する
　自治体版の ” 法律 ” です。

な
ぜ
条
例
が
必
要
か

町
民
参
加
で
検
討
を
進
め
る

　

町
で
は
、
平
成
23
～
24
年
度
の
概
ね
２
カ

年
の
中
で
、
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
と
の
議

論
を
中
心
に
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。（
図

２
）
の
検
討
プ
ロ
セ
ス
の
と
お
り
、
町
政
の

実
態
・
課
題
把
握
、
他
自
治
体
の
事
例
な
ど
、

調
査
・
研
究
の
段
階
か
ら
「
く
り
や
ま
の
自

治
基
本
条
例
を
つ
く
る
会
」
を
設
置
し
て
検

討
を
進
め
、
論
点
を
整
理
し
た
後
、
年
明
け

以
降
、
各
団
体
と
の
懇
談
会
や
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
な
ど
、
幅
広
い
町
民
の
皆
さ
ん
に
参
加

い
た
だ
く
機
会
を
設
け
る
予
定
で
す
。
ま
た
、

つ
く
る
会
か
ら
は
、
多
く
の
町
民
の
声
を
踏

ま
え
た
検
討
の
成
果
と
し
て
提
案
を
受
け
、

条
例
案
づ
く
り
の
基
礎
と
し
ま
す
。

（図 2）
自治基本条例のおおまか
な検討プロセス

◎役場職員の調査研究チームを設置
　町では、自治基本条例の検討にあたり、所属に限
らず、多角的な視点を持つ職員の参加を得ながら調
査研究活動を進めるため、公募職員によるプロジェ
クトチームを編成しました。30 ～ 40 代の職員 8
人が参加し、「自治基本条
例をつくる会」と足並み
をあわせ、職員の視点か
らも調査研究活動を進め
ています。

　町の公募を受けて、町民の目線で自治基本条例づくりをしたい
と思い、つくる会に参加しました。私としては、自治基本条例
は、より多くの町民が納得できる ” 合意形成 ” のもと、議会、行
政と協力してまちづくりを進めるために必要なルールと考えてい
ます。もちろん 12 人のメンバーだけで考えるものではなく、多
くの町民の皆さんと共に議論しながら、広く理解され、栗山町に
合った条例づくりに私なりの役割を果たしたいと思います。

くりやまの自治基本条例をつくる会 活動中!!

回 日程 主な内容

1 6 月 17 日
◎代表・副代表の選任
◎会の名称・目標設定など

2 6 月 30 日
◎条例の構成・イメージ共有
◎当面の検討テーマ設定

3 7 月 14 日
◎「総合計画と財政運営Ⅰ」
　 （町行政運営の実態把握）

4 7 月 28 日
◎「総合計画と財政運営Ⅱ」
◎計画の位置づけ、策定手法、
　進行管理などのグループ討議

5 8 月 11 日
◎「町民自治・町民参加Ⅰ」
　 （町民参加機会の実態把握）

町民が考える自治基本条例づくりを目指して

６月 17 日から、公募町民 12 人により活動を開始した
「くりやまの自治基本条例をつくる会」では、これまで
に５回の会合を持ち、総合計画をはじめとする行政運営
の実態など、条例づくりの基礎となる課題と論点の整理
を進めてきました。次号以降、テーマごとにつくる会で
の議論の要点を連載でお知らせしていきます。

◎なぜ、自治基本条例が必要か？ …つくる会の声
　→地方の自己責任・自己決定の時代、限られた財源を
　　どこに投資するか、町民参加で決めるルールが必要
　→国の方針や町のリーダーが変わっても、町民が参加
　　できる仕組みなど、基本的なルールは変わるべきで
　　はない。その基本的なルールを条例で明確にすべき。

つくる会代表　高橋　慎さん（松風４）

※他自治体の事例を参考にしたイメージです。
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■
期　

間  　

９
月
21
日
㈬
～
９
月
30
日
㈮

■
年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン 

ス
ト
ッ
プ
・
ザ
・
交
通
事
故
死 

～
め
ざ
せ 

安
全
で
安
心
な 

北
海
道
～

■
運
動
の
重
点
目
標

・
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

・
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・
自
転
車
乗

　

車
中
の
交
通
事
故
防
止

・
居
眠
り
運
転
に
よ
る
交
通
事
故
防
止

・
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ

　

ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用

・
飲
酒
運
転
の
根
絶

日　
　

時　

９
月
14
日
㈬　

午
前
９
時
～

場　
　

所　

栗
山
ダ
ム
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス

参  

加  

料　

1
人　

１
０
０
０
円

競
技
方
法　

36
ホ
ー
ル
ス
ト
ロ
ー
ク
プ
レ
ー

締
め
切
り　

９
月
7
日
㈬

生活と環境

6

安全・安心なまちを目指して

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

交
通
安
全
祈
願
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

主　
　

催　

く
り
や
ま
駅
前
通
り
商
店
街
協

　
　
　
　
　

同
組
合

問
合
わ
せ
先　

栗
夢
プ
ラ
ザ　

  

☎
�
５
５
１
５

　
　
　
　
　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
☎
�
３
２
０
０

　

野
良
猫
の
苦
情
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。
知
ら
な
い
猫
が
自
宅
の
敷
地
で
フ
ン
や

尿
を
す
る
の
は
、
家
庭
菜
園
や
ガ
ー
デ
ィ
ニ

ン
グ
を
さ
れ
る
方
に
と
っ
て
は
頭
が
痛
い
こ

と
で
す
。
そ
う
い
う
苦
情
の
原
因
は
、
近
所

の
人
に
餌
付
け
さ
れ
た
野
良
猫
が
ほ
と
ん
ど

で
す
。

　

野
良
猫
へ
の
餌
付
け
は
、
都
市
部
で
は
社

会
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
安
易
な
餌
付
け

は
、
そ
れ
ら
の
繁
殖
を
助
け
、〝
捨
て
猫
〟
を

助
長
さ
せ
ま
す
。
与
え
た
本
人
は
良
か
れ
と

思
っ
て
も
、
た
だ
、
エ
サ
を
与
え
る
だ
け
で

は
野
良
猫
を
ま
す
ま
す
増
や
す
だ
け
で
、
よ

い
解
決
策
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

　

餌
を
与
え
た
時
点
で
、
そ
の
猫
に
対
す
る

あ
る
程
度
の
責
任
が
発
生
す
る
と
考
え
る
の

野
良
猫
の
餌
付
け
は

　
　
　
　
　

や
め
ま
し
ょ
う

が
妥
当
で
す
。
一
時
的
に
「
か
わ
い
そ
う
」「
猫

を
守
り
た
い
」
と
感
傷
的
に
考
え
餌
を
与
え

る
な
ら
、
い
っ
そ
、
ご
自
宅
の
中
で
飼
っ
て

も
ら
え
た
ら
苦
情
も
減
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

も
し
最
期
ま
で
世
話
を
し
た
り
育
て
る
意
志

が
な
い
の
な
ら
、
簡
単
に
手
を
差
し
伸
べ
る

べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
中
途
半
端
に
野
良

猫
に
関
わ
る
こ
と
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
住
宅
街
で
猫
を
飼
う
方
に
は
、
近

隣
ト
ラ
ブ
ル
の
防
止
と
、
猫
の
健
康
や
安
全

の
た
め
、
室
内
飼
育
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　

最
近
、
町
内
で
火
の
気
の
無
い
建
物
か
ら

の
火
災
が
相
次
い
で
い
ま
す
。
平
成
22
年
消

防
庁
消
防
白
書
で
は
出
火
原
因
の
ト
ッ
プ
は

13
年
連
続
で
放
火
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

放
火
に
遭
わ
な
い
た
め
に
、
次
の
こ
と
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
家
の
周
り
や
各
施
設
の
ま
わ
り
に
は

　

燃
え
や
す
い
物
を
置
か
な
い
。　
　
　
　

・
門
扉
、
物
置
、
車
庫
の
戸
締
り
の
徹
底
。

・
ゴ
ミ
は
収
集
日
に
決
め
ら
れ
た
場
所
に
出
す
。

・
住
宅
か
ら
離
れ
て
い
る
納
屋
、
物
置
が
あ
る

場
合
は
見
ま
わ
り
の
徹
底
を
。

　　

皆
さ
ん
で
火
の
用
心
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ　

消
防
署
生
活
安
全
課

　
　
　
　
　
　

�
０
１
５
０

建
物
火
災
が
多
発
し
て
い
ま
す

【問い合わせ】　町環境生活課　
環境対策グループ☎� 7511
生活安全グループ☎� 7510

地
１
．
１
４
ha
に
毎
年
４
５
０
本
の
ミ
ズ
ナ

ラ
（
ど
ん
ぐ
り
の
木
）
を
５
年
間
植
樹
し
ま
す
。

そ
の
後
の
下
草
刈
り
を
含
め
る
と
、
延
べ
９

年
間
森
づ
く
り
の
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ウ
ッ
ド
ネ
ッ
ト
北
海

道
で
は
、
地
球
温
暖
化
抑
制
な
ど
環
境
保
全

活
動
の
一
環
と
し
て
、
平
成
20
年
度
か
ら
栗

山
町
の
町
有
林
地
に
て
ミ
ズ
ナ
ラ
や
ク
ル
ミ
、

ヤ
ナ
ギ
な
ど
毎
年
50
本
を
植
樹
し
て
い
ま
す
。

未
来
の
森
づ
く
り
に
参
加
を
！

　

栗
山
町
に
は
、
町
の
面
積
の
約
50
％
を
占
め
る
１
０
，
５
０
０
ha
の
森
林
が
あ
り
、
こ

の
恵
ま
れ
た
森
林
を
未
来
へ
つ
な
ぐ
た
め
、
山
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

森
林
は
、
木
材
と
し
て
の
役
割
だ
け
で
な
く
、
お
い
し
い
空
気
や
水
を
育
ん
だ
り
、
山

崩
れ
な
ど
の
災
害
を
防
ぐ
働
き
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
野
生
動
物
と
の
出
会
い
を
身
近

に
楽
し
め
る
の
も
森
林
の
素
晴
ら
し
さ
で
す
。

　

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
み
な
さ
ん
も
未
来
の
森
林
づ
く
り
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

恵
ま
れ
た
森
林
を
未
来
へ

　

北
海
道
で
は
、
平
成
19
年
度
よ
り
企
業
と

市
町
村
と
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
の
も
と
森
林

整
備
に
結
び
つ
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

「
ほ
っ
か
い
ど
う
企
業
の
森
林
づ
く
り
」
を
制

度
化
し
ま
し
た
。
平
成
23
年
ま
で
に
15
の
企

業
が
20
市
町
で
お
よ
そ
１
０
０
ha
の
森
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
森
林
整
備
の
一
つ
の
手
法
と
し

て
、「
ほ
っ
か
い
ど
う
企
業
の
森
林
づ
く
り
」

制
度
に
賛
同
し
、
生
活
協
同
組
合
コ
ー
プ
さ
っ

ぽ
ろ
と
の
協
働
に
よ
る
森
林
づ
く
り
に
取
り

組
む
こ
と
と
し
、
町
と
コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ
に

よ
る
「
北
海
道
企
業
の
森
林
づ
く
り
」
の
協

定
調
印
式
が
８
月
30
日
に
空
知
総
合
振
興
局

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
北
海
道
と
コ
ー

プ
さ
っ
ぽ
ろ
と
、
そ
し
て
町
と
が
連
携
し

「
コ
ー
プ
未
来
の
森
づ
く
り
」
を
始
め
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
「
コ
ー
プ
未
来
の
森
づ
く
り
」
は
、
町
有
林

「コープ未来（あした）の森づくり」　　
■日時：10 月 1 日㈯
　　　　11：00 ～ 12：00

■場所：栗山町字桜山町有林地内
■内容：植樹体験ほか
■用意するもの：
　作業しやすい服装、雨具
■参加料：無料
■申込期限：9 月 15 日㈭
■申込み・問い合わせ
　町産業振興課農業振興グループ
　☎� 7515（ダイヤルイン）

植樹祭

美幌町で行われたコープ未来の森づくりの様子

４
年
目
と
な
る
今
年
は
、
９
月
４
日
と
25
日

の
２
回
に
わ
た
り
植
樹
を
し
ま
す
。
特
に
25

日
は
㈳
国
土
緑
化
推
進
機
構
の
「
緑
の
基
金
」

を
活
用
し
て
約
３
０
０
本
の
植
樹
を
予
定
し

て
お
り
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
必
要
と
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
秋
に
行
わ
れ
る
２
つ
の
植
樹
事
業
。

未
来
へ
つ
な
ぐ
森
林
づ
く
り
に
、
ぜ
ひ
、
皆

さ
ん
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

ＮＰＯウッドネット北海道
■日時：9 月 25 日㈰
　　　　10：00 ～ 12：00

■場所：栗山町字大井分町有林地内
■内容：植樹体験ほか
■用意するもの：
　作業しやすい服装、雨具
■申込期限：9 月 15 日㈭
■申込み・問い合わせ
　ＮＰＯ法人
　ウッドネット北海道栗山支部
　☎� 7961

植樹活動
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栗
山
神
輿
会
「
東こ

風ち

梅う
め
」
で
は
、
㈶
自
治
総
合

セ
ン
タ
ー
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
に
よ
り

「
子
ど
も
用
神み

輿こ
し

」
な
ど
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
同
セ
ン
タ
ー
が
全
国
自
治
宝

く
じ
の
普
及
広
報
事
業
費
と
し
て
受
け
入
れ
る

受
託
事
業
収
入
を
財
源
と
し
て
、
住
民
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
を
促
進
し
、
そ
の
健
全
な
発
展
を

図
る
と
と
も
に
宝
く
じ
の
普
及
広
報
を
目
的
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
整
備
に
よ
っ
て
、
町
内
の
夏
祭
り
や

秋
季
例
大
祭
な
ど
町
の
行
事
の
際
に
、
子
ど
も

た
ち
が
神
輿
を
担
ぐ
こ
と
で
郷
土
文
化
の
継
承

や
地
域
活
性
化
に
寄
与
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

道交通安全推進委感謝状＊トラック協会南空知支部瑞宝双光章＊伊藤嘉紀さん

おめでとうございます

　危険業務従事者叙勲で南空知消防組合の元消防長
伊藤嘉紀さん（松風 3）が瑞宝双光章（消防功労）
を受章し８月 1 日、役場で伝達式が行われました。
伊藤さんは昭和 41 年に消防士となり、以来平成 19
年まで 41 年の長きにわたり消防業務に従事。本町
の消防行政推進に尽力されました。この日、空知総
合振興局の佃地域政策部長が役場を訪れ、伊藤さん
に勲記と勲章が手渡されました。伊藤さんは「皆さ
んにお世話になりいただくことができました」と話
していました。

　ゆうせい運輸（旭台）の佐藤清夫社長が支部長を
務める札幌地区トラック協会南空知支部へ、北海道
交通安全推進委員会より感謝状が贈られました。同
支部は 7 年前から毎年継続的に交通遺児の育英事業
へ募金。総額約 80 万円が交通事故によって親を失っ
てしまった子どもたちのために役立てられていまし
た。８月 3 日、役場応接室で同委員会三田村次長よ
り感謝状を手渡された佐藤支部長は「会員皆の意志
で続けることができました。これからも活動を続け
ていきたいです」と話していました。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
金
で

　
　
「
子
ど
も
用
神
輿
」
を
購
入
し
ま
し
た

太田愛華さん 高野瀬紫苑さん

　

子
育
て
支
援
プ
レ
ミ
ア
ム
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
９

月
１
日
よ
り
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
す
。

　

プ
レ
ミ
ア
ム
特
典
が
受
け
ら
れ
る
店
舗
が
48
店

舗
へ
と
増
え
、
今
ま
で
以
上
に
充
実
し
た
特
典
の

内
容
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

９
月
１
日
か
ら
会
員
資
格
を
拡
大
し
ま
し
た
。

現　

行

　

小
学
生
以
下
の
お
子
様
を
お
持
ち
の
ご
両
親

　
　
　
　
（
小
学
校
卒
業
年
の
３
月
31
日
）

拡
大
後　
　
　
　
　
　
　

↓

　

中・

学・

生・

以
下
の
お
子
様
を
お
持
ち
の
ご
両
親

　
　
　
　
（
中
学
校
卒
業
年
の
３
月
31
日
）

※
２
人
以
上
お
子
様
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
は
１
番
下

の
お
子
様
が
中
学
校
卒
業
す
る
ま
で
有
効
で
す
。

　

ま
だ
「
ピ
ン
ク
の
栗
夢
カ
ー
ド
」
を
持
っ
て
な

い
方
は
ま
ち
の
駅
「
栗
夢
プ
ラ
ザ
」
へ
！！

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

ま
ち
の
駅
「
栗
夢
プ
ラ
ザ
」

　

☎
�
５
５
１
５

子
育
て
応
援
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

　
　
　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
お
知
ら
せ
!!

「
ピ
ン
ク
の
栗
夢
カ
ー
ド
」
の

　
　
会
員
資
格
拡
大
の
お
知
ら
せ

火
災
予
防
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

　

平
成
23
年
度
火
災
予
防
作
文
コ
ン

ク
ー
ル
の
表
彰
が
８
月
22
日
に
栗
山
小

で
行
わ
れ
、
優
秀
作
品
に
選
ば
れ
た
同

小
４
年
の
高
野
瀬
紫
苑
（
し
お
ん
）
さ

ん
と
太
田
愛
華
（
あ
い
か
）
さ
ん
に
表

彰
状
と
ト
ロ
フ
ィ
ー
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

表
彰
状
を
手
に
高
野
瀬
さ
ん
は
「
消
防

署
の
人
た
ち
が
い
つ
も
仕
事
を
し
て
い

る
こ
と
を
書
き
ま
し
た
。
優
秀
賞
を
も

ら
え
て
嬉
し
い
で
す
」
と
、
太
田
さ
ん

も
「
賞
状
と
ト
ロ
フ
ィ
が
も
ら
え
て
嬉

し
い
で
す
。
家
に
飾
っ
て
お
き
ま
す
」

と
２
人
と
も
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

右
の
図
柄
は
「
耳
マ
ー
ク
」
と
い
い
、

耳
の
不
自
由
な
方
が
〝
自
分
の
耳
が
不

自
由
で
あ
る
こ
と
〟
を
表
す
の
に
使
用

し
ま
す
。

　

自
治
体
や
病
院
な
ど
で
は
、こ
の
マ
ー

ク
を
掲
示
す
る
こ
と
で
〝
利
用
者
か
ら

申
し
出
が
あ
れ
ば
必
要
な
援
助
を
行
う
〟

と
い
う
意
思
表
示
に
用
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
窓
口
に
こ
の
耳
マ
ー
ク
を

設
置
し
て
い
ま
す
。
耳
の
不
自
由
な
方

か
ら
の
申
し
出
に
よ
り
、
筆
談
で
の
対

応
な
ど
も
可
能
で
す
。

平成 23年度

総合防災訓練

■日時：9月 11 日㈰
　　　　9：00 ～ 12：00　※小雨決行、悪天候中止

■場所：ふじ団地広場（富士）

■訓練内容

　・避難訓練・救護訓練・水防訓練・消火訓練

　・AED講習　など

■災害体験

　・豪雨・暴風雨体験　・災害伝言ダイヤル体験　

　・煙体験

■展示コーナー

　・非常時の持出品などの展示

　・火災報知機展示

　・自衛隊の車両およびパネル展示

　栗山町では、各種災害を想定した総合防災訓練を実施し、
防災に関する知識と技術の向上、連携の強化を図ります。
消防団による水防訓練や、消防署による消火訓練・ＡＥＤ
講習などが行われます。各種災害体験や展示コーナーも用
意されていますので、ぜひ、体験してみてください。

耳
マ
ー
ク
を

　
　
　

ご
存
知
で
す
か
？

ピ
ン
ク
の
栗
夢
カ
ー
ド
を

　
　
　
　
　
　

利
用
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ま
へ



区　　　分 月　額 期末手当

給　与

町　長 706,400  6 月期 1.875 カ月分

12 月期 2.025 カ月分

　  計　3.90 カ月分

副町長 597,550

教育長 580,500

報　酬

議　長 300,000  6 月期 1.875 カ月分

12 月期 2.025 カ月分

　  計　3.90 カ月分

副議長 239,000

議　員 196,000

表 8　特別職の給与などの状況
（平成 23 年 4 月 1 日現在／円）

区　　　分 職員数 対前年増減数

部　　　門 21 年 22 年 23 年 21 年 22 年 23 年

一般行政

部　門

議　会 3 3 3 － － －

総務企画 29 34 36 ▲ 2 5 2

税　務 9 9 9 ▲ 1 － －

民　生 38 27 28 ▲ 2 ▲ 11 1

衛　生 4 4 4 ▲ 1 － －

労　働 1 1 1 － － －

農林水産 11 10 10 ▲ 1 ▲ 1 －

商　工 5 5 5 － － －

土　木 9 10 8 ▲ 2 1 ▲ 2

小　計 109 103 104 ▲ 9 ▲ 6 1

特別行政

部　門

教　育 27 26 25 ▲ 2 ▲ 1 ▲ 1

小　計 27 26 25 ▲ 2 ▲ 1 ▲ 1

公営企業

等部門

水　道 5 5 5 － － －

下水道 3 3 3 － － －

その他 13 12 12 － ▲ 1 －

小　計 21 20 20 － ▲ 1 －

合　　計 157 149 149 ▲ 11 ▲ 8 －

表 7　部門別職員数の状況
（各年 4 月 1 日／人）

（注）町長、副町長、教育長の給料月額は、町長は 20％、

副町長は 15％、教育長は 10％を減額しています（ただし、

期末手当は給料月額の減額率を適用していません）。

【職員数の状況】
　平成 23 年 4 月 1 日現在の職員数は 149 人で昨年と増減

ありません。5 年前の平成 18 年 4 月と比較すると 32 人の

減となっています。

　なお、職員数とは、地方公務員の身分を持っている職員

の人数で、休職者や派遣者は含まれますが、臨時職員や非

常勤職員は除かれます。

区　分 手　　当　　の　　内　　容

期末手当

勤勉手当

扶養手当

世帯の形態 配偶者 1 人目 2 人目 3 人目以降
扶養親族である配偶者を有する場合 13,000 円 　6,500 円 　6,500 円 　6,500 円

配偶者がいない場合 11,000 円 　6,500 円 　6,500 円

扶養親族でない配偶者を有する場合 　6,500 円 　6,500 円 　6,500 円

住居手当

借家　月額 11,000 円を超える家賃を支
　　　払っている職員に、家賃額に応じ
　　　て 21,000 円を限度に支給
自宅　7,500 円（新築または購入日より 5 年間）

通勤手当

自動車等利用者
　通勤距離に応じて 1,600 円（2km ～ 5km）～
　19,600 円（60km 以上）
交通機関利用者
　運賃額は 55,000 円を限度に支給

表 9　職員手当の状況
（平成 23 年 4 月 1 日現在）

期末手当 勤勉手当
　6 月期 1.225 カ月分 0.675 カ月分

12 月期 1.375 カ月分 0.675 カ月分

計 3.95 カ月分

※平成 19 年度より役職加算（5％～ 15％）を凍結

【職員手当】
　職員手当には、期末・勤勉手当、扶養手当、住居手当、通
勤手当などがあります。
　期末・勤勉手当は、民間賞与にあたる手当で、町職員の場合、
期末手当は年間で 2.60 カ月分、勤勉手当は 1.35 カ月分が支
給されます。
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　栗山町職員の給与と職員数の状況を、町民の皆

さんにご理解していただくため、その内容をお知

らせします。

　職員給与は、その職務に応じた給料と諸手当か

ら構成されており、「職員の給与に関する条例」

に基づき支給されています。

  職員給与
お知らせします

歳出総額（A） 人件費（B） 人件費比率（B/A) 

82 億 2,770 万 6 千円 13 億 2,501 万 3 千円 16.1％

表 1　人件費の状況（平成 22 年度決算見込み）
地方財政状況調べ／普通会計

【人件費】
　人件費とは、一般職員や特別職（町長、副町長、教育長、
議員など）に支給される給料や報酬のほか、事業主が負担
する健康保険や退職手当といった共済費なども含まれます。

職員数

（A） 

給　　与　　費 1 人当た
り給与費
（B/A) 給　料 職員手当

期末・
勤勉手当

計（B）

131 人
4億8,239
万 5 千円

8,059 万
3 千円

1億7,215
万 2 千円

7億3,514
万円

562 万円

表 2　一般職員給与の状況
（平成 23 年度一般会計予算）

【給与費】
　給与費とは、人件費の中の一般職員給料と諸手当の合計
です（事業主負担共済費は除く）。

（注）「がんばる栗山プラン 21」に基づき給料の 5％を削減し、
住居手当、通勤手当についても、独自削減を実施しています。

区　　　分
経験年数

10 年以上
15 年未満

15 年以上
20 年未満

20 年以上
25 年未満

一般行政職

大学卒 260,400 291,000 345,800

短大卒 237,200 283,800 －

高校卒 230,300 264,900 300,300

表 3　職員の経験年数別平均給料月額の状況
（平成 23 年 4 月 1 日現在／円）

区　　　分 平均給料月額 平均年齢

一般行政職 311,900 42.7

技能労務職 282,500 54.8

表 4　職員の平均給料月額
（平成 23 年 4 月 1 日現在／円・歳）

区　　　分 栗山町 国

大学卒 163,590 172,200

高校卒 133,095 140,100

表 5　職員の初任給の状況
（平成 23 年 4 月 1 日現在／円）

区分 1 級 2 級 3 級 4 級 5 級 6 級

計標準的な

業務内容

主　事

管理栄養士

主　事

保健師

統括・主査・技師
主事・社会教育主事

教員・調理員
介護支援専門員
保健師・保育士

統　括

主　査

課　長
局　長
主　幹
参　与

課長
次長

局長・室長
副校長・主幹

職員数 2 人 4 人 81 人 36 人 11 人 15 人 149 人

構成比 1.3％ 2.7％ 54.4％ 24.2％ 7.4％ 10.0％ 100.0％

備　考
（H22）

― 9 人 76 人 37 人 16 人 11 人 149 人

― 6.1％ 51.0％ 24.8％ 10.7％ 7.4％ 100.0％

表 6　一般行政職などの級別職員数の状況
（平成 23 年 4 月 1 日現在）
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子
ど
も
が
キ
ラ
キ
ラ
育
つ
ま
ち

ま
ち
と
い
う
名
の
家
族

－問い合わせ－
町住民福祉課

福祉・子育てグループ
☎� 2222

12

　　

み
な
さ
ん
は
自
分
の
反
抗
期
を
覚
え

て
い
ま
す
か
？
親
に
何
を
言
わ
れ
て
も

イ
ラ
イ
ラ
し
て
し
ま
っ
た
り
、
き
つ
い

言
葉
を
ぶ
つ
け
て
し
ま
っ
た
り
…
。

　

な
ぜ
、
反
抗
期
が
あ
る
の
か
？
そ
れ

は
、
今
ま
で
親
に
示
さ
れ
て
き
た
決
ま

り
や
価
値
観
の
中
で
育
っ
て
き
た
子
ど

も
の
内
面
に
、
自
分
の
考
え
が
出
て
く

る
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、

“
自
立
”
の
芽
生
え
で
あ
り
、
親
や

他
人
の
言
う
通
り
に
は
動
き
た
く
な
い

と
い
う
気
持
ち
が
生
じ
て
く
る
の
で
す
。

　

親
に
と
っ
て
は
頭
の
痛
い
時
期
で
す

が
、
子
ど
も
は
決
し
て
親
の
こ
と
が
嫌

い
に
な
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

子
ど
も
自
身
も
「
言
い
す
ぎ
た
な
…
」

と
思
っ
て
い
ま
す
。
し
か
る
時
は
ひ
と

呼
吸
お
い
て
冷
静
に
伝
え
ま
し
ょ
う
。

た
だ
、
毎
日
反
抗
が
続
く
と
、
イ
ラ
イ

ラ
が
た
ま
る
こ
と
も
あ
る
か
と
思
い
ま

す
。
そ
ん
な
時
は
、
気
持
ち
を
た
め
込

み
過
ぎ
ず
、
ス
ト
レ
ス
解
消
を
し
て
い

く
こ
と
も
大
切
で
す
。
悩
ん
で
い
る
の

は
親
も
子
も
同
じ
で
す
。
数
年
後
に
こ

の
時
期
の
こ
と
を
一
緒
に
笑
い
な
が
ら

話
せ
る
と
良
い
で
す
よ
ね
。　
　
　
　

　
（
相
談
員　

大
館
徳
子
）

そ
ら
ち
ね   

⑤

子
ど
も
・
子
育
て
心
の
相
談
室
よ
り

連載中

日時　10月2日（日）10：30～13：30

場所　総合福祉センター「しゃるる」

対象　幼児（未就学）とその家族

紙しばい屋さんがやってきた !!
ジャンボ紙しばいの上演を 3
回行います。おみやげ付きだ
よ。　1 人　30 円

おはなしボランティア「栗の子」

食べ物コーナー
ちょっと一息入れませんか
・カレーライス　　３００円
・フランクフルト　１００円
・缶ジュース　　　  ５０円

ことばを育てる親の会

ペンシルバルーン体験♡
アンパンマン帽子や音が鳴る
魔法の杖などが作れるよ。
＊作品によって 50 円から 150 円

ふうせんサークル

仲良しボーリング
動物ピンでボーリングを楽し
んだ後、釣竿をゲットしヨー
ヨー釣り！　1 人１０円

栗山いちい保育園

射的コーナー
割り箸を使ったピストルを使
います。上手に的へ当たるか
な？  1 人１０円

子ども発達サポートセンター

子ども縁日

海底探検（巨大迷路に挑戦）
　1 回　１０円
輪投げ（入れば景品がもらえるよ）
　１回　３０円

あそびのひろば

栗山めぐみ幼稚園

ハンドメイド雑貨
・古着・小物販売

手作り雑貨や子ども・婦人・
紳士服などを販売します。

栗山めぐみ幼稚園ひまわりの会

くじ引き・的あて・魚釣りや、
ちょっぴりドキドキのおばけ
屋敷もあるよ。1 人２０円

町立角田・継立保育所

町内の子育て関係機関のメン
バ ー が 工 夫 を 凝 ら し た コ ー
ナーでちびっこ達をお待ちし
ています！

１２：４５からクレヨンカン
パニーの「いろいろげきじょ
う２０１１」の上演を行いま
す。お楽しみに！

子育て講演会
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子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　「
ス
キ
ッ
プ
」
☎
�
１
２
８
０

　【
ひ
よ
こ
グ
ル
ー
プ
】

日
　
時
　

9
月
13
日
㈫

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

内
　
容
　
手
作
り
お
も
ち
ゃ
作
り

対
　
象
　

0
歳
～
1
歳
5
カ
月
児

　【
こ
あ
ら
グ
ル
ー
プ
】

日
　
時
　

9
月
27
日
㈫

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

内
　
容
　
親
子
製
作
「
壁
掛
け
」

　
対
　
象
　

1
歳
6
カ
月
児
～
（
就
学
前
）

　【
パ
ク
モ
グ
相
談
】

日
　
時
　

9
月
9
日
㈮

午
前
11
時
～
正
午
　

内
　
容
　
栄
養
相
談
・
試
食

対
　
象
　
就
学
前
の
幼
児
と
そ
の
保
護
者

　【
土
曜
開
放
】

日
　
時
　

9
月
24
日
㈯

午
前
10
時
～
正
午

内
　
容
　
10
時
～
11
時 

自
由
遊
び

　
　
　
　

11
時
～　
　

 

遊
戯
室
遊
び

　
　
　
　

11
時
40
分
～ 

絵
本
読
み

対
　
象
　
就
学
前
の
幼
児
と
そ
の
保
護
者

【
子
育
て
講
座
】

～
音
楽
で
あ
そ
ぼ
う
～

日
　
時
　

9
月
12
日
㈪

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

あ
そ
び
の
広
場

…
問
い
合
わ
せ
は
各
施
設
へ
…

　
講
　
師
　
未
来
サ
ー
ク
ル
ピ
ア
ノ
講
師

　
対
　
象
　
未
就
学
の
幼
児
と
そ
の
保
護
者

　【
育
児
サ
ー
ク
ル
ま
め
っ
こ
】

日
　
時
　

9
月
1
日
㈭
・
15
日
㈭

 

午
前
10
時
30
分
～

内
　
容
　
栗
山
公
園
へ
行
こ
う

　
　
　
　
栗
山
公
園
集
合
（
弁
当
持
参
）

※
雨
天
時
は
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　

栗
山
い
ち
い
保
育
園 

☎
�
１
５
７
２

【
ぴ
よ
ぴ
よ
サ
ー
ク
ル
】

日
　
時　

9
月
16
日
㈮

午
前
10
時
～
11
時

　
内
　
容　

親
子
触
れ
合
い
遊
び
・
自
然
物

で
遊
ぼ
う

対
　
象
　

0
歳
～
1
歳
6
カ
月
く
ら
い

9
月
の

●材料（4 人分）　　　（1 人分 54kcal）
　りんご…200 ｇ（中 1 個）　レモン汁…大さじ 2
　セロリの茎…１本　カッテージチーズ…大さじ 3
　はちみつ…小さじ 1　オリーブ油…小さじ 1/2
　粉マスタード…小さじ 1/2　　塩…適量
●作り方
①りんごは縦８つに割り芯を除き、横に５mm

の厚さに切って、ひとつまみの塩と色止め（酸
化防止）のレモン汁をからめる。

② セロリのすじを除き７～８mm の厚さに切り
ボールに入れ、塩をからめてしばらく置き、水
気が出たら取り出す。

③ 別のボールに①②を入れ、チーズ・はちみつ・
オリーブ油を入れさっくり混ぜる。

④ 粉マスタードはお好みで小さじ 1/2 ほど加えて
塩で味をととのえ、盛り付けたらできあがり。

　

　　　　　町地域医療・保健対策室　
　　　　　　　　　　　　管理栄養士　上西　洵子

子どもと一緒においしく…栗産栗消

いただきます！くりやま

りんごとセロリのチーズサラダ

【
の
び
の
び
サ
ー
ク
ル
】

日
　
時　

9
月
16
日
㈮

午
前
10
時
～
11
時

　
内
　
容　

園
庭
ど
ろ
ん
こ
遊
び

対
　
象
　

1
歳
～
5
歳

持
ち
物
　
着
替
え
、
タ
オ
ル

【
園
開
放
】

日
　
時　

9
月
7
日
㈬
・
21
日
㈬
・
28
日
㈬

　
　
　
　

午
前
10
時
～
11
時

角
田
保
育
所
☎
�
１
７
０
６

【
い
ち
ご
ク
ラ
ブ
】

日
　
時
　

9
月
29
日
㈭

　
　
　
　

 

午
前
10
時
～

内
　
容
　
リ
ズ
ム
遊
び

対
　
象
　

1
歳
～
未
就
園
の
親
子

※
運
動
し
や
す
い
服
装

継
立
保
育
所
☎
�
２
０
３
２

【
わ
く
わ
く
広
場
】

日
　
時　

9
月
9
日
㈮　

午
前
10
時
～
11
時

内
　
容　

子
ど
も
ク
ッ
キ
ン
グ

対
　
象
　

2
歳
～
未
就
園
児

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
と
三
角
巾

申
し
込
み
　

9
月
8
日
㈭

栗
山
め
ぐ
み
幼
稚
園
☎
�
１
４
５
９

　
　
　
　
　
　
　
　

   

☎
�
４
９
１
４

【
な
か
よ
し
広
場
】　
　

日
　
時
　

9
月
17
日
㈯  

午
前
9
時
～
午
後
1
時

内
　
容
　
み
ん
な
で
ク
ッ
キ
ン
グ

対
　
象
　
園
児
・
小
学
生

　
　
　
　

未
就
園
児
と
保
護
者

参
加
料
　
5
0
0
円

申
し
込
み　

9
月
12
日
㈪

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　りんご・セロリはカリウムや食物繊維が豊富
に含まれています。食物繊維は便秘の解消やコ
レステロール値を下げる効果が期待できます。
　おなかスッキリでワンサイズダウンも夢じゃ
ないかも？

変更前 　9 月 14 日㈬
　　　　　　↓

変更後 　9 月 21 日㈬
※対象者の方には個

別に通知します。



病
気
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
て
い
な
か
っ
た

り
、
医
療
機
関
を
受
診
す
る
こ
と
を
た
め
ら
っ

て
、
医
療
を
受
け
て
い
な
い
人
が
多
く
い
ま

す
。「
い
つ
も
と
ち
が
う
」
と
い
う
変
化
が
、

う
つ
病
の
見
極
め
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

□
毎
日
の
生
活
に
充
実
感
が
な
い

□
こ
れ
ま
で
楽
し
ん
で
や
れ
て
い
た
こ
と
が
、

楽
し
め
な
く
な
っ
た

□
以
前
は
楽
に
で
き
て
い
た
こ
と
が
、
今
で

は
お
っ
く
う
に
感
じ
る

□
自
分
が
役
に
立
つ
人
間
だ
と
思
え
な
い

□
わ
け
も
な
く
疲
れ
た
よ
う
に
感
じ
る

※
こ
れ
ら
の
う
ち
、
２
つ
以
上
あ
て
は
ま
り
、

そ
の
状
態
が
２
週
間
以
上
続
い
て
い
て
、
生

活
に
支
障
が
で
て
い
る
場
合
は
、
う
つ
病
の

可
能
性
を
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。
こ
こ
ろ

の
変
化
に
気
づ
い
た
ら
…
、
医
師
や
保
健
師

な
ど
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

□
口
数
が
減
っ
た

□
表
情
が
暗
い
、
元
気
が
な
い

□
イ
ラ
イ
ラ
し
て
い
る

□
付
き
合
い
が
悪
く
な
っ
た

□
気
弱
な
言
動
が
目
立
つ

□
仕
事
に
身
が
入
ら
な
い

□
作
業
の
ス
ピ
ー
ド
が
落
ち
た

□
仕
事
や
家
事
の
ミ
ス
が
増
え
る

□
飲
酒
量
が
増
え
る

※
少
し
で
も
気
に
な
っ
た
ら
…

心
が
疲
れ
て
い
る
こ
と
を
本
人
に
知
っ
て

も
ら
い
、
医
師
や
保
健
師
な
ど
に
相
談
す
る

よ
う
す
す
め
ま
し
ょ
う
。

　　

日
本
で
は
平
成
10
年
以
降
、
自
殺
者
が
毎

年
３
万
人
を
超
え
、
交
通
事
故
に
よ
る
死
者

５
千
人
の
お
よ
そ
６
倍
と
大
き
な
社
会
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
自
殺
未
遂
者
は
そ
の
10

倍
、
周
囲
で
影
響
を
受
け
る
人
は
そ
の
5
～

6
倍
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

栗
山
町
で
は
、
２
～
10
人
と
増
減
は
あ
り

ま
す
が
、
毎
年
、
自
殺
で
亡
く
な
る
人
が
い

ま
す
。
傾
向
と
し
て
は
、
女
性
よ
り
男
性
が

多
く
、
男
性
は
働
き
盛
り
の
中
高
年
、
女
性

は
高
齢
者
の
人
数
が
多
い
よ
う
で
す
。

　

一
般
的
に
自
殺
者
の
9
割
は
何
ら
か
の
心

の
病
気
を
抱
え
て
お
り
、
そ
の
う
ち
最
も
多

い
の
が
う
つ
病
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

う
つ
病
は
、
誰
で
も
か
か
る
可
能
性
の
あ

る
身
近
な
病
気
で
す
。
自
覚
が
し
に
く
く
、

本
人
が
拒
否
し
た
と
き
は
、
無
理
を
さ
せ

ず
、
本
人
が
信
頼
し
て
い
る
家
族
や
友
人
、

上
司
な
ど
に
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

ス
ト
レ
ス
の
多
い
社
会
で
は
、
ス
ト
レ
ス

を
た
め
こ
ま
な
い
生
活
の
工
夫
を
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

○
自
分
に
あ
っ
た
ス
ト
レ
ス
を
解
消
す
る

○
休
養
を
と
る

○
疲
れ
を
感
じ
た
ら
、
睡
眠
を
十
分
と
っ
て

身
体
に
疲
れ
を
残
さ
な
い
よ
う
に
す
る

　

ス
ポ
ー
ツ
／
趣
味
／
レ
ジ
ャ
ー
／
睡
眠
／

入
浴
な
ど

　

気
に
な
る
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
一
人
で
悩

み
を
抱
え
込
ま
な
い
で
、
ま
ず
は
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

■
町
地
域
医
療
・
保
健
対
策
室　

保
健
師

　

☎
�
２
２
５
６
（
直
通
）

■
岩
見
沢
保
健
所　

精
神
保
健
福
祉
係

　

☎
０
１
２
６
（
２
０
）
０
１
２
１
（
直
通
）

■
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

こ
こ
ろ
の
電
話
相
談

　

☎
０
５
７
０
（
０
６
４
）
５
５
６

■
北
海
道
い
の
ち
の
電
話
（
24
時
間
対
応
）

　

☎
０
１
１
（
２
３
１
）
４
３
４
３

　

期
間　

9
月
1
日
㈭
～
7
日
㈬

　

場
所　

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
　
ロ
ビ
ー

　

内
容　
北
海
道
お
よ
び
栗
山
町
の
自
殺
の
現
状

　
　
　
　
　

自
殺
を
防
ぐ
た
め
の
知
っ
て
お
き
た
い
こ
と

9
月
10
日
～
16
日
は

               『 

自
殺
予
防
週
間
』
で
す

Health     H
ealth     Health     Health     H

ealth     H
ealth    H

ealth     H
ealth     Health     Health     Health     H

eal
th 

    
H

ea
lth

    
 H

ea
lth

    
 H

ea
lth

元気が
一番！！

【問い合わせ】　町地域医療・保健対策室　☎ �2256
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●
う
つ
病
っ
て
ど
ん
な
病
気
？

●
周
り
の
人
が
チ
エ
ッ
ク

●
自
分
で
チ
エ
ッ
ク

●
う
つ
病
に
な
ら
な
い
た
め
に
は
？

0

2

4

6

8

10
女

男

H21Ｈ20Ｈ19Ｈ18Ｈ17Ｈ16Ｈ15Ｈ14Ｈ13Ｈ12Ｈ11Ｈ10Ｈ9Ｈ8

0

2

4

6

8

10
女

男

H21Ｈ20Ｈ19Ｈ18Ｈ17Ｈ16Ｈ15Ｈ14Ｈ13Ｈ12Ｈ11Ｈ10Ｈ9Ｈ8

町内の自殺死亡者数の推移（人）

●
一
人
で
悩
ま
ず
、
ま
ず
は
相
談
を

自
殺
予
防
パ
ネ
ル
展
を
開
催

みんなで守ろう！　　　
大切な 命

な
く
な
っ
た
り
、
口
の
中
に
で
き
も
の
が
出

来
た
り
す
る
と
『
食
べ
る
』
こ
と
が
困
難
に

な
っ
て
き
ま
す
。
こ
の
た
め
意
識
せ
ず
に
食

べ
や
す
い
も
の
選
択
し
て
し
ま
い
、
食
事
量

が
減
少
し
て
、
体
重
低
下
に
繋
が
っ
て
い
き

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、
近
年
多
く

の
研
究
に
よ
り
、
歯
の
状
態
が
高
齢
者
の
介

護
度
や
活
動
性
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が

わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
栗
山
赤
十
字
病
院
栄
養
課
の
真

井
睦
子
氏
に
よ
る
『
高
齢
者
の
口
の
健
康
と

栄
養
に
つ
い
て
』
と
題
し
た
講
演
に
つ
い
て

ご
紹
介
し
ま
す
。

　
　

◆　

◆　

◆　

◆

　

講
演
は
、
南
空
知
管
内
の
要
介
護
高
齢
者

45
名
を
抽
出
し
、
口
の
中
の
問
題
点
と
栄
養

の
関
連
性
・
活
動
性
に
つ
い
て
の
報
告
で
す
。

　

栄
養
に
関
す
る
チ
ェ
ッ
ク
項
目
は
体
重
低

下
の
有
無
、
活
動
性
、
認
知
状
態
、
入
院
お

よ
び
シ
ョ
ッ
ク
な
出
来
事
の
有
無
な
ど
で
す
。

高
齢
者
の
体
重
減
少
は
、
免
疫
力
の
低
下
や

筋
肉
量
低
下
に
つ
な
が
り
歩
行
困
難
な
ど
活

動
性
に
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
入
院
を
契
機

健康のコラム健け
ん

口こ
う
に
な
っ
ち
ゃ
う
会
（
そ
の
３
）

health columu

15

栗山赤十字病院 院長 菱山　豊平

　

私
た
ち
は
『
食
べ
る
』
こ
と
に
よ
っ
て
体

に
栄
養
を
取
り
込
ん
で
い
ま
す
。『
食
べ
る
』

こ
と
は
生
命
維
持
の
た
め
の
み
な
ら
ず
、
私

た
ち
の
楽
し
み
で
も
あ
り
、
満
足
を
得
る
た

め
に
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。

　

私
た
ち
は
生
ま
れ
て
か
ら
今
日
ま
で
、
食

物
を
口
に
取
り
込
ん
で
歯
を
使
っ
て
噛か

み
砕く

だ

き
『
食
べ
る
』
こ
と
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
体
の
動
き
が
年
齢
と
と
も
に
ス
ム
ー

ズ
に
な
ら
な
く
な
る
と
同
じ
よ
う
に
、
歯
も

損
傷
し
た
り
抜
け
て
し
ま
っ
た
り
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
義
歯(

入
れ
歯)

を
使
用
し
て
『
食
べ
る
』
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

義
歯
の
起
源
は
紀
元
前
に
ま
で
遡

さ
か
の
ぼる
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
で
は
平
安
時
代
の
こ

ろ
か
ら
義
歯
が
使
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
当

時
は
木
製
で
、
昔
の
人
々
も
義
歯
を
使
用
し

て
『
食
べ
る
』
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
た
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。
し
か
し
、
義
歯
が
合
わ

に
心
理
的
に
も
影
響
し
、
い
き
い
き
と
し
た

生
活
が
難
し
く
食
欲
に
も
反
映
し
、
病
気
を

悪
く
さ
せ
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
ま
す
。

　

真
井
氏
の
調
査
結
果
で
は
…

①
義
歯
は
あ
る
も
の
の
義
歯
が
合
っ
て
い
な

い
要
介
護
の
高
齢
者
は
、
45
人
中
５
名
い
ま

し
た
。
こ
の
５
名
と
も
食
事
が
上
手
く
食
べ

ら
れ
な
い
た
め
、
体
重
の
減
少
が
見
ら
れ
ま

し
た
。
そ
の
中
に
は
入
院
経
験
者
や
高
度
の

認
知
症
の
人
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

②
残
存
歯
が
10
本
以
下
で
義
歯
の
な
い
人
は

４
人
い
ま
し
た
が
、
全
員
固
い
も
の
が
食
べ

ら
れ
ず
、
椅
子
な
ど
へ
は
移
動
で
き
て
も
、

歩
い
て
自
由
に
外
出
で
き
な
い
人
で
し
た
。

③
義
歯
が
な
く
残
存
歯
も
な
い
人
は
８
名
で
、

食
べ
物
の
飲
み
込
み
が
悪
く
な
っ
て
、
消
化

器
症
状
が
発
生
し
て
お
り
、
体
重
減
少
が
見

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
認
知
症
の
進
行
も

認
め
ら
れ
ま
し
た
。

④
義
歯
が
ぴ
っ
た
り
と
合
っ
て
い
る
28
名
の

要
介
護
の
高
齢
者
は
、
逆
に
介
護
度
が
軽
い

人
が
多
く
、
自
由
に
歩
い
て
外
出
可
能
で
、

体
重
減
少
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
口
の
中
の
健
康
は
、
体
の
健

康
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
言
っ
て
も
過
言
で

は
な
い
と
指
摘
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

◆　

◆　

◆　

◆

　

こ
の
よ
う
な
結
果
か
ら
、
病
気
を
予
防
す

る
た
め
に
は
、
し
っ
か
り
噛
ん
で
、
お
い
し

く
『
食
べ
る
』
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
ぴ
っ

た
り
と
合
っ
た
義
歯
を
使
用
す
る
こ
と
と
、

口
の
中
に
で
き
も
の
が
で
き
て
い
な
い
か
普

段
か
ら
口
の
中
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。
義
歯
が
合
わ
な
く
な
っ
て
き
た
ら

早
め
に
調
整
し
、
義
歯
を
大
切
に
し
て
生
活

す
る
こ
と
が
肝
要
で
す
。

　
『
食
べ
る
』
こ
と
は
当
た
り
前
の
こ
と
で
す

が
、
つ
い
お
ろ
そ
か
に
な
り
が
ち
で
す
。

　

私
た
ち
Ｎ
Ｓ
Ｔ
（
栄
養
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
）

は
回
診
の
中
で
、
患
者
さ
ん
に
歯
の
治
療
を

勧
め
ま
す
と
「
も
う
余
命
い
く
ば
く
も
な
い

か
ら
」
と
消
極
的
な
考
え
の
人
が
多
い
よ
う

で
す
。

　

い
つ
ま
で
も
い
き
い
き
と
し
た
生
活
を
送

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
『
食
べ
る
』
こ
と

を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。



　　　

継
立
に
あ
る
農
産
物
加
工
場
で
農
家

の
お
母
さ
ん
た
ち
が
一
生
懸
命
ト
マ
ト

ジ
ュ
ー
ス
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
に

は
生
産
者
か
ら
届
け
ら
れ
た
ト
マ
ト
が

ど
ー
ん
と
3
0
0
キ
ロ
。
ど
れ
も
す
ぐ

に
か
ぶ
り
つ
き
た
く
な
る
真
っ
赤
な
完
熟

ト
マ
ト
ば
か
り
。
作
業
し
て
い
た
元
気
ク

ラ
ブ
の
野
原
信
子
さ
ん
に
お
話
を
聞
い
て

き
ま
し
た
。

　

ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス
作
り
は
、
朝
早
く
か

ら
始
ま
り
ま
す
。
こ
の
日
も
野
原
さ
ん
は

朝
の
4
時
か
ら
ト
マ
ト
の
収
穫
作
業
を
始

め
た
そ
う
で
す
。
野
原
さ
ん
は
「
外
が
明

る
い
か
ら
全
然
大
丈
夫
！
」
と
笑
顔
で
話

し
ま
す
。

　

し
か
し
、
な
ぜ
そ
の
日
に
収
穫
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

一
般
的
に
市
場
で
流
通
し
て
い
る
ト
マ

ト
の
ほ
と
ん
ど
は
、
ま
だ
青
っ
ぽ
い
う
ち 栗山のモノづくりを応援します！

お
母
さ
ん
が
作
る

愛
情
ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス

ま ち の ひ ろ ば ◦ ◦ ◦

16

朝
の
4
時
に

ト
マ
ト
を
も
ぐ
こ
と
か
ら

栗山のあらゆるモノづくりを募集！自薦他薦は問いません。
【問い合わせ】町総務課広報情報グループ☎ �7501

ト
マ
ト
が
赤
く
な
る
と

医
者
が
青
く
な
る
？

元気クラブ　代表　野原信子さん

　突然の訪問で、しつこく勧誘をしてくる訪問販売が増えています。不
意に来訪した訪問販売業者に対し冷静に判断できないまま契約をしてし
まったなどの相談が多く消費生活相談室に寄せられています。
　訪問販売には「訪問販売お断りステッカー」がとても役に立ちます。
玄関先に訪問販売お断りなどと書かれているステッカーを貼ることによ
り訪問販売を断わる意思を示しているため、訪問販売業者は勧誘を受け
る意思があるかどうか本人に必ず確認しなければなりません。これを無
視して勧誘する行為は違反になるからです（特定商取引法第三条の２第
２項）。
　南空知消費生活相談室では勧誘
拒否の意思を示す「訪問販売お断
りステッカー」を用意しています
ので必要な方はご連絡ください。

◦ ◦ ◦ T o w n  s q u a r e

9 月 の イ ベ ン ト

こんにちは！

消費生活
相談室  

です

ご相談は南空知消費生活相談室へ
■日時╱毎週月・木曜日

13：00 ～ 16：00
■場所╱勤労者福祉センター
■栗山消費者協会╱☎�3581

【問い合わせ】町くりやまブランド推進室　☎ �7516

2011 栗山公園だより 9 月号　vol.42

小学生夏休み作品展
日程／ 9月1 日㈭～ 8 日㈭
～可愛いらしいもの、あっと驚くもの、
小学生の力作揃いです～

栗山消費者協会パネル展
『防災に関する知恵袋』

日程／ 9月1 日㈭～ 8 日㈭

舘岡すみえ氏
シャドーボックス 個展
日程／ 9月9 日㈮～ 13 日㈫
～切り抜いた紙や写真を重ね合わせて
立体的にみせるアート作品を展示！～

栗山陶芸同好会・延寿窯
合同作品展
日程／ 9月14 日㈬～ 19 日㈪

めぐみデパート
日程／ 9月21 日㈬・22 日㈭
　　　10：00 ～ 15：00
～めぐみ幼稚園児によるチャレンジ
ショップ～

大好評！手打ちそば
毎週金曜日は、おそばの日！
9 月は 2日･9日･16日・23日・30日です。

街かど介護相談
日時／毎週金曜日　11：00 ～14：00

ホール・会議室をご利用ください！
サークルや各種団体、商品の展示

会などのご利用をお待ちしていま
す。お気軽にご相談ください。

【問い合わせ】 まちの駅「栗夢プラザ」
☎ �5515・℻ �5535
ホームページ
http://www.kurimu-plaza.com/
開館時間　  9：30 ～ 17：30
土・日・祝　10：00 ～ 17：00

【問い合わせ】
栗山公園案内所　☎ �0706
指定管理者　たかはしダリア

    最新情報を簡単アクセス
http://t-daria.com/parktop

　なかよし動物園のうさぎ小屋が広く見やすく生まれかわりました♪
新しいおうちは、うさぎたちにとって夏でも冬でも快適！しかも黄色
の小屋は、なんと 3 階建て！
　運が良ければ 3 階にあがったうさぎが
見られるかも！
　エサをあげられるパクパクタイム（土日
祝開催・１回 100 円）も、より一層楽し
めるようになりましたのでぜひ、なかよし
動物園に遊びにきてくださいね！

17

ネイチャーゲームや大好評のくりりっぱ大会、栗山
公園抽選会など今月も楽しい内容になっています！
ぜひ、皆さんで遊びにきてくださいね。

なかよし動物園
うさぎ小屋のご紹介！

訪問販売被害を未然に防止
「お断りステッカー」を活用しましょう！

▲元気なうさぎたち

9 月 17 日㈯ 10：00 スタート

栗 山 公 園 ま つ り

　

西
洋
で
は
「
ト
マ
ト
が
赤
く
な
れ
ば
医

者
が
青
く
な
る
」
と
い
う
、
こ
と
わ
ざ
が

あ
る
そ
う
で
す
。
ト
マ
ト
に
は
ビ
タ
ミ
ン

や
リ
コ
ピ
ン
が
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

リ
コ
ピ
ン
に
は
強
力
な
抗
酸
化
作
用
が

あ
り
、
老
化
を
防
ぐ
作
用
や
、
肌
や
皮
膚

を
若
々
し
く
保
つ
美
容
作
用
、
が
ん
予
防

に
効
果
が
あ
る
そ
う
で
す
。

　

く
り
や
ま
ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス
完
熟
三

姉
妹
は
、
野
原
さ
ん
の
元
気
ク
ラ
ブ
の
ほ

か
に
も
2
つ
の
グ
ル
ー
プ
が
作
っ
て
い

ま
す
。
隠
し
味
に
レ
モ
ン
汁
や
、
ハ
チ
ミ

ツ
を
入
れ
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。
町
内
の

ス
ー
パ
ー
や
商
店
で
購
入
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

に
収
穫
さ
れ
、
選
別
・
競
り
な
ど
を
し
て

い
る
間
に
赤
く
熟
す
そ
う
で
す
。
完
熟
し

て
か
ら
収
穫
す
る
と
店
頭
に
並
ぶ
間
に

『
過か

じ
ゅ
く熟
』
し
て
し
ま
う
か
ら
だ
そ
う
で
す
。

　

野
原
さ
ん
は
「
木
に
な
っ
た
ま
ま
の
状

態
で
完
熟
さ
せ
た
ト
マ
ト
で
な
け
れ
ば

満
足
い
く
ジ
ュ
ー
ス
が
で
き
ま
せ
ん
」
と

言
い
ま
す
。
ま
た
、
ト
マ
ト
が
過
熟
し
て

し
ま
う
と
甘
み
が
落
ち
て
し
ま
う
の
で
、

鮮
度
が
良
い
状
態
の
ま
ま
、
そ
の
日
の
う

ち
に
ジ
ュ
ー
ス
に
す
る
そ
う
で
す
。

　

ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス
の
作
り
方
は
煮
込
ん

で
作
る
い
た
っ
て
シ
ン
プ
ル
な
方
法
。
き

れ
い
に
洗
わ
れ
た
ト
マ
ト
を
裁
断
し
、
直

径
1
・
5
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
大
き
な
鍋
で

80
度
に
な
る
ま
で
煮
込
み
ま
す
。
そ
れ
を

い
っ
た
ん
濾こ

し
、
2
回
目
の
煮
込
作
業
に

入
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
味
付
け
の
塩
が

入
れ
ら
れ
、
殺
菌
の
た
め
再
度
熱
さ
れ
ま

す
。味
付
け
さ
れ
た
ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス
は
、

い
よ
い
よ
缶
詰
作
業
に
入
り
ま
す
。
殺
菌

作
業
を
終
え
た
缶
の
中
に
ひ
と
つ
ひ
と
つ

手
作
業
で
ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス
を
入
れ
て
い

き
ま
す
。
最
後
に
封
を
閉
め
、
缶
詰
を
高

温
の
お
湯
で
殺
菌
し
、
ラ
ベ
ル
が
張
ら
れ

『
完
熟
三さ

ん
し
ま
い

姉
味
』
が
完
成
し
ま
す
。

　

完
熟
し
て
一
番
お
い
し
い
状
態
で
朝
に

収
穫
さ
れ
た
ト
マ
ト
は
、
昼
に
は
す
べ
て

ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し

た
。
生
産
者
が
自
ら
作
る
ト
マ
ト
ジ
ュ
ー

ス
は
、
畑
で
ト
マ
ト
を
育
て
る
と
こ
ろ
か

ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
缶
詰
の
中
に
は
、

お
母
さ
ん
た
ち
の
愛
情
が
た
っ
ぷ
り
と
詰

ま
っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。　
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まちの話題では、町内の行事や話題を紹介しています。
広報に掲載できなかった話題は町ホームページに掲載しています。

【URL】http://www.town.kuriyama.hokkaido.jp/

付加価値を付けブランドに
さらさらレッド畑ミーティング

栗山町内限定で生産される健康玉ねぎ「さらさら
レッド」のブランド化を図ろうと「さらさらレッド畑
ミーティング 2011」が 7 月 30 日、雨煙別小学校 コカ・
コーラ環境ハウスで開催されました。町内 15 戸の生
産者をはじめ流通、販売関係者など約 90 人が参加。「さ
らさらレッド」の生みの親である有限会社 植物育種研
究所の岡本大作さんが「機能性と味の優れた“さらさ
らレッド”に付加価値をつけ、みんなでチームとして
ブランド化をしていきましょう」と呼びかけました。

大勢の子どもで賑わう
くりやまふるさと盆踊り

雨で 2 日度順延になった「くりやまふるさと盆踊り」
が 8 月 17 日、松風 2 丁目のご縁広場で無事開催され、
夏の夜を楽しむ大勢の人たちで賑わいました。栗山み
のり太鼓による太鼓の音とともに「しゃんこしゃんこ」
や「北海盆歌」にあわせ、待ちわびた浴衣姿の子ども
たちや大人が踊りの輪をつくりました。恒例の仮装盆
踊り大会では、天才バカボンなどアニメキャラクター
の衣装などで観客を楽しませ、盆踊り大会をさらに盛
り上げていました。

栗山町 検索

被災地にメロンを！
栗山商工会議所青年部

栗山商工会議所青年部（岡山昌司会長）の会員 6 人
が 7 月 29 日、東日本大震災で被災した宮城県東松島
市へ栗山メロン 180 玉を届けるために出発しました。
同市ひびき工業団地内にある仮設住宅へ 30 日の午前
に到着。およそ 230 世帯の皆さんへ栗山のメロンを届
けました。岡山会長は「青年部の既存の事業を被災地
の支援にまわしました。小さな支援ですが、被災され
た皆さんが少しでも喜んでくれれば」と話していま
した。

「うれし、たのし」サマーキャンプ
栗山青年会議所

栗山青年会議所（渡辺泰弘理事長）が、7 月 30 日、
31 日にサマーキャンプをに実施し、地元栗山町や由仁
町、北広島市から子どもたち 17 人が参加しました。今
年は「うれし、たのし、大好きサマーキャンプ in 天満宮」
と銘打ち、栗山天満宮を拠点にキャンプを張りました。
ふるさとの魅力に気づいてもらおうとハサンベツ里山
でのイモ掘りや、夜には天満宮で肝試し、翌日にはし
め縄づくりなどを楽しみました。日ごろ体験できない
内容に子どもたちは、有意義な 2 日間を過ごしました。
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親子連れでにぎわう
栗山公園こどもまつり

平和の誓い新たに
戦没者追悼式

子どもたちに楽しい思い出をつくってもらおうと『栗
山公園こどもまつり』（主催 たかはしダリア）が 8 月
21 日開催され、たくさんの親子連れでにぎわいました。
途中、雨が降ってしまい昼から予定していたイベント
が中止になってしまいましたが、子どもたちは宝探し
や塗り絵コーナー、ヨーヨーつりなどを楽しみました。
岩見沢市から親子で訪れた一本木 一愛（いのり）ちゃ
ん（3 歳）は「うさぎがかわいくニンジンを食べてくれ
た。楽しかった」と話していました。

戦争で亡くなられた方々を追悼する戦没者追悼式
（町主催）が 8 月 20 日、角田農村環境改善センターで
行われ、ご遺族や関係者など約 100 人が参列し、栗山
出身の戦没者 411 人の御霊（みたま）に祈りを捧げま
した。黙とうの後、椿原紀昭町長は式辞で ｢尊い命が
犠牲となる戦争を再び繰り返すことのないよう私たち
は次の世代に正しく語り継がなければなりません。平
和の誓いも新たに“次代に誇れるふるさと栗山”の創
造を目指します｣ と述べました。

さあフィンランドへ！
介護福祉学校 交換留学

クラシックカーが一堂に
クラシックカーinくりやま

町立北海道介護福祉学校の学生が 8 月 27 日から 2 週
間の日程でフィンランドへ旅立ちました。平成 8 年か
ら続く交換留学事業で、福祉先進国を肌で感じ介護福
祉士としての糧とするためにこれまで 36 人の学生が派
遣されました。8 月 23 日、派遣される三浦千輝さんた
ち 4 人は椿原紀昭町長を訪れ「文化の違いが介護でど
のような違いを生むのか学んできます」と抱負を話す
と、椿原町長は「体に気をつけ、いろいろな事を学び、
楽しい留学にしてください」と笑顔で返していました。

商店街イベント広場で 8 月 21 日、「クラシックカー in
くりやま」が開催されました。ハコスカの愛称で親しま
れた昭和 45 年式「スカイライン GT」をはじめ昭和の名
車が数多く展示されました。また、1980 年代のハーレー
ダヴィッドソン「ＦＬＨショベルヘッド」など 10 台を超
えるオートバイも参加し会場を盛り上げました。美唄市
から訪れた古野比左司さん（63 歳）は昭和 41 年製トヨ
タライトスタウトを見ながら「若かったころこの車を仕
事で使っていた。とても懐かしい」と話していました。 



交
通
事
故
、
詐
欺
な
ど
の
被
害
に

あ
っ
た
の
に
、
検
察
官
が
そ
の
事
件
を

裁
判
に
か
け
て
く
れ
な
く
て
納
得
で
き

な
い
。
こ
の
よ
う
な
方
の
た
め
に
、
検

察
官
の
不
起
訴
処
分
が
正
し
か
っ
た
か

ど
う
か
を
審
理
す
る
機
関
と
し
て
「
検

察
審
査
会
」
制
度
が
あ
り
ま
す
。

検
察
審
査
員
は
選
挙
権
を
持
っ
て
い

る
皆
さ
ん
の
中
か
ら
「
く
じ
」
で
選
ば

れ
ま
す
。
検
察
審
査
員
に
選
ば
れ
た
と

き
は
、
住
民
の
代
表
と
し
て
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

◆
問
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合
わ
せ

岩
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沢
検
審
査
会
事
務
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6
5
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◆
指
定
水
道
工
事
店

　
㈱
サ
ト
ウ
設
備

　

札
幌
市
手
稲
区
宮
の
沢
4
条
4
丁
目

9
番
14
の
1
号

　

☎
０
1
1（
6
8
8
）2
5
0
0

◆
問
い
合
わ
せ

町
建
設
水
道
課
上
下
水
道
グ
ル
ー
プ

☎
�
7
5
1
4

町
で
は
、
支
援
の
必
要
な
お
子
さ
ん

に
対
し
、
道
立
子
ど
も
総
合
医
療
・
療

育
セ
ン
タ
ー
（
コ
ド
モ
ッ
ク
ル
）
と
児

童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
か
か
る
費
用
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。

◆
医
療
費
の
助
成

◇
対

象　

町
内
在
住
の
児
童

◇
助
成
内
容

道
立
子
ど
も
総
合
医
療
・
療
育
セ
ン

タ
ー
に
係
る
医
療
費
の
一
部
を
助
成

※
各
医
療
費
（
重
度
心
身
障
が
い
者
、
ひ

と
り
親
家
庭
な
ど
、
乳
幼
児
、
児
童
）

の
助
成
を
受
け
て
い
る
方
は
除
き
ま
す
。

◆
利
用
料
金
の
助
成

◇
対

象

児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
利
用
者

◇
助
成
内
容

･
町
内
事
業
所
（
栗
山
町
子
ど
も
発
達
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
）
利
用
料
金
の
全
額

を
助
成

･
町
外
事
業
所
利
用
料
金
の
１／２
を
助
成

◆
交
通
費
の
助
成

◇
対

象　

児
童
と
保
護
者
の
方
１
人

◇
助
成
内
容

公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
た
際
、
最
低

運
賃
の
１／２
を
助
成

※
栗
山
町
子
ど
も
発
達
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
の
利
用
に
か
か
る
交
通
費
の
助
成

は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
他
の
割
引
制
度
が
あ
る
場
合
は
、
制
度

利
用
後
の
運
賃
の
１／２
を
助
成
し
ま
す
。

暮  

ら  

し
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◆
申
請
受
付

平
成
23
年
４
月
～
９
月
分
（
上
期
分
）

の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。
申
請
方
法

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
申
請
期
限　

10
月
11
日
㈫

◆
申
請
先
・
問
い
合
わ
せ

町
住
民
福
祉
課
福
祉
・
子
育
て
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
2
2
2
2

◆
対

象

　

特
定
疾
患
の
治
療
や
人
工
透
析
の
た

め
通
院
（
合
併
症
の
た
め
町
外
の
医
療

機
関
に
通
院
）
さ
れ
て
い
る
方

◆
助
成
内
容

通
院
費
の
一
部
を
助
成

◆
申
請
受
付

平
成
23
年
４
月
～
９
月
分
（
上
期
分
）

の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

◆
申
請
方
法

申
請
書
（
印
鑑
）、
通
院
証
明
書
の
提

出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※
北
海
道
特
定
疾
患
治
療
研
究
事
業
実
施

要
綱
に
よ
る
医
療
受
給
者
証
の
交
付
を

受
け
て
い
る
方
は
、
通
院
証
明
書
の
か

わ
り
に
病
院
で
発
行
す
る
領
収
書
の
提

出
に
よ
る
申
請
が
可
能
で
す
。

◆
申
請
期
限　

10
月
11
日
㈫

◆
申
請
先
・
問
い
合
わ
せ

町
住
民
福
祉
課
福
祉
・
子
育
て
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
2
2
2
2

まちのおしらせ

人　口　13,350 人   （ ー32）
　男　　 6,249 人   （ ー17）
　女　　 7,101 人   （ ー15）
世帯数　 6,056世帯（ ー11）

※8月1日現在、（　）内は前月比

人のうごき

交
通
事
故
被
害
世
帯
の
皆
さ
ん
に
、

次
の
援
護
制
度
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

◆
介
護
料
の
支
給

◇
対
象
者

自
動
車
事
故
に
よ
り
脳
、
脊
髄
ま
た
は

胸
腹
部
臓
器
に
損
傷
を
受
け
、
常
時
ま

た
は
随
時
の
介
護
を
必
要
と
す
る
方
で

一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
方
（
自
損
、

他
損
、
時
期
は
問
い
ま
せ
ん
）

◇
支
給
額

後
遺
障
害
の
程
度
に
応
じ
て
月
額

2
9
2
9
0
円
～
1
3
6
8
8
0
円

　
「
短
期
入
院
」
費
用
が
あ
れ
ば
別
枠
で

支
給　

◇
支
給
期
間

３
カ
月
分
を
一
括
支
給

◆
交
通
遺
児
等
育
成
資
金
の
貸
付

◇
対
象
者

０
歳
～
中
学
校
卒
業
ま
で
の
子
ど
も
を

扶
養
し
て
い
る
保
護
者
（
生
活
困
窮
家

庭
に
限
る
）

◇
貸
付
金
額

・
一
人
に
つ
き
一
時
金
15
万
5
千
円 

（
以

降
月
２
万
円
）

・
小
・
中
学
校
入
学
時
に
入
学
支
度
金  

４
万
４
千
円

◇
貸
付
期
間

貸
付
決
定
時
か
ら
中
学
校
を
卒
業
す
る

ま
で
※
無
利
子

◇
返
還
方
法

　
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

指
定
水
道
工
事
店
の
追
加

検
察
審
査
員
に
選
ば
れ
た
ら

ご
協
力
を
！

交
通
事
故
被
害
者
へ
の
援
護

制
度

支
援
の
必
要
な
お
子
さ
ん
に

医
療
費
な
ど
を
助
成
し
ま
す

特
定
疾
患
な
ど
の
患
者
さ
ん

に
通
院
費
を
助
成

　固定資産税（第 3 期）

　国民健康保険税（第 3 期）

　介護保険料（第 3 期）

　後期高齢者医療保険料（第 3 期）

る
た
め
、
徘
徊
し
て
い
る
高
齢
者
を
早

期
に
発
見
で
き
る
機
能
を
有
す
る
機
器

（
徘
徊
探
知
機
）
の
購
入
費
用
の
助
成

を
行
う
も
の
で
す
。

◆
対
　
　
象

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
本
町
に
住

所
を
有
す
る
65
歳
以
上
の
認
知
症
に
よ

る
徘
徊
行
動
が
見
ら
れ
る
方
を
介
護
す

る
家
族
ま
た
は
親
族
で
す
。

･
介
護
保
険
法
に
よ
る
要
介
護
認
定
に
お

い
て
、
要
介
護
状
態
区
分
が
要
介
護
１

以
上
の
者

･
医
師
に
よ
る
診
断
で
認
知
症
と
認
め
ら

れ
た
方

･
そ
の
他
町
長
が
必
要
と
認
め
る
者

◆
助
成
額

助
成
の
対
象
経
費
は
、
徘
徊
探
知
機

の
機
器
購
入
費
や
加
入
料
金
（
登
録

手
数
料
）
に
要
す
る
費
用
（
上
限
は

◆
問
い
合
わ
せ

自
動
車
事
故
対
策
機
構
札
幌
主
管
支
所

　

☎
0
1
1
（
5
5
）
2
1
4
5

町
で
は
、
認
知
症
高
齢
者
徘
徊
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
に
対
し
助
成
を
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
事
業
は
徘
徊
行
動
が
見
ら

れ
る
認
知
症
高
齢
者
を
抱
え
る
家
族
が

安
心
し
て
介
護
で
き
る
環
境
を
整
備
す
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1
1
5
0
0
円
）

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
徘
徊
探
知
機
購

入
に
係
る
領
収
書
（
明
細
書
の
写
し
）、

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方
に
つ
い

て
は
介
護
保
険
証
を
用
意
の
上
お
問
い

合
せ
く
だ
さ
い
。

◆
申
請
先
・
問
い
合
わ
せ

町
地
域
医
療
・
保
健
対
策
室

　

☎
�
2
2
5
5

【問い合わせ】
 ･ 課税内容について　町税務課課税グループ  ☎� 7505、� 7504
 ･ 納税相談について　町税金対策室　　　  ☎� 7506

今月の納期限

9/ 30金
納税には

便利な
口座振替を！

国 民 年 金
「国民年金のメリット」

　日本に住んでいる 20 歳以上 60 歳未満の
方は、国民年金に加入して保険料を納める
ことになります。国民年金には次のような
メリットがあります。

　　　　生涯の年金額は保険料の 1.5 倍以上
国民年金の老齢基礎年金の半分は国庫負担

（税金）で賄われているため、平均寿命で試
算すると支払った保険料より多くの給付を
受けることができます。

　　　　老後を支える終身保障
国民年金は、生きている限り年金
が受け取れる一生涯の保障です。

　　　　万が一のときをサポート！
国民年金は老後の保障だけではありませ
ん。加入者がケガや病気により障害が残っ
たときの「障害基礎年金」や、亡くなられ
たときにはその遺族に「遺族基礎年金」が
支給されます。

　　　　納めた保険料は控除の対象
納めた保険料の全額が、確定申告の際「社
会保険料控除」として控除できます。

　　　　経済の変動にも負けません
年金額は賃金や物価の変動にあわせて改定
されます。年金に加入（20 歳）してから受
給（65 歳）するまでの間、経済社会が大き
く変動したとしても、年金の価値が保障さ
れます。

詳しくは下記にお問い合わせください。

【問い合わせ】
町住民福祉課住民保険グループ ☎� 7509

１

２

３

４

５

高
齢
者
の
徘
徊
に
お
悩
み
の

家
族
の
方
へ



◆
採
用
予
定
人
員

◇
勤
務
地

・
消
防
署
（
栗
山
）　　
　

  　
　

1
人

・
由
仁
支
署　
　
　
　
　
　
　
　

1
人

・
長
沼
支
署　
　
　
　
　
　
　
　

1
人

・
南
幌
支
署　
　
　
　
　
　
　
　

1
人

◆
受
験
資
格

①
救
急
救
命
士
資
格
取
得
者
（
平
成
24
年

4
月
資
格
取
得
見
込
み
含
む
）
で
平
成

元
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

②
心
身
強
健
で
、
視
力
両
眼
で
0
.
8

以
上
・
左
右
各
0
.
5
以
上（
眼
鏡
可
）

お
よ
び
聴
力
が
正
常
な
方

③
採
用
時
普
通
自
動
車
免
許
１
種
取
得
者

で
、
勤
務
地
に
居
住
で
き
る
方

※
採
用
時
に
大
型
自
動
車
免
許
を
取
得
し

て
い
な
い
方
に
つ
い
て
は
、
採
用
後
に

同
免
許
を
取
得
す
る
事

※
日
本
国
籍
を
有
せ
ず
、
地
方
公
務
員
法

第
16
条
に
規
定
す
る
欠
格
事
項
に
該
当

す
る
方
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

◆
提
出
書
類

　

履
歴
書
・
卒
業
証
明
書（
見
込
み
含
む
）・

学
業
成
績
書
・
健
康
診
断
書
・
救
急
救

命
士
資
格
取
得
者
は
免
許
証
（
写
）・

自
動
車
運
転
免
許
証
（
写
）

※
履
歴
書
・
健
康
診
断
書
に
つ
い
て
は
、

南
空
知
消
防
組
合
指
定
用
紙
を
使
用
す

る
こ
と
。

◆
提
出
期
限

　

９
月
27
日
㈫
※
当
日
消
印
有
効

◆
1
次
試
験
日　

　

10
月
23
日
㈰　

午
前
9
時
～
午
後
3
時

◇
科

目

一
般
教
養
・
作
文
・
適
性
検
査
・
体
力

測
定
※
２
次
試
験
（
面
接
試
験
）
は
11

月
中
旬
を
予
定

◆
願
書
提
出
先
・
試
験
会
場
・
問
い
合
わ
せ

南
空
知
消
防
組
合
消
防
本
部
（
中
央
3

丁
目
3
0
9
番
地
2
）

　

☎
�
1
8
3
5

◆
採
用
予
定
人
員
　  　
　

  　
　

1
人

◆
採
用
予
定
期
日
　
　

　

平
成
24
年
4
月
1
日
（
予
定
）

◆
受
験
資
格

①
保
健
師
あ
る
い
は
助
産
師
ま
た
は
看
護

師
資
格
を
有
し
、
当
該
資
格
取
得
後
５

年
以
上
の
実
務
経
験
を
有
す
る
者
で
、

22

教
職
あ
る
い
は
学
生
指
導
の
経
験
を
有

す
る
方
（
介
護
教
員
講
習
会
修
了
者
が

望
ま
し
い
）

②
年
齢
は
お
お
む
ね
45
歳
～
50
歳
前
後

の
方

③
普
通
自
動
車
免
許
を
有
す
る
方

◆
提
出
書
類

　

履
歴
書
、
保
健
師
・
助
産
師
免
許
証

ま
た
は
看
護
師
免
許
証
の
写
、
健
康

診
断
書

◆
提
出
期
限

　

10
月
31
日
㈪
厳
守

※
試
験
日
時
は
後
日
通
知
し
ま
す
。

◆
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ

町
立
北
海
道
介
護
福
祉
学
校
（
湯
地
60

番
地
）

　

☎
�
6
0
6
0

◆
試
験
日　

11
月
6
日
㈰

◆
場
所
・
種
類

･
札
幌
市
、
苫
小
牧
市

　

甲
種
、
乙
種
（
第
１
～
６
類
）、
丙
種

･
岩
見
沢
市

乙
種
（
第
１
～
６
類
）、
丙
種

そ
の
他
、
道
内
各
地
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

◆
受
験
資
格
　
乙
種
、
丙
種
は
制
限
な
し

◆
受
付
期
間　

９
月
20
日
㈫
～
29
日
㈭

◆
試
験
願
書
の
請
求
先
・
問
い
合
わ
せ

南
空
知
消
防
組
合
消
防
署
生
活
安
全
課

☎
�
０
１
５
０

まちのおしらせ

試
　
　
験

◆
試
験
日　

11
月
6
日
㈰

◆
場
所
・
種
類

･
札
幌
市
、
苫
小
牧
市

甲
種
（
第
１
～
５
類
）、
乙
種
（
第
１

～
７
類
）

そ
の
他
、
道
内
各
地
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

◆
受
験
資
格　

乙
種
は
制
限
な
し

◆
受
付
期
間　

９
月
20
日
㈫
～
29
日
㈭

◆
試
験
願
書
の
請
求
先
・
問
い
合
わ
せ

南
空
知
消
防
組
合
消
防
署
生
活
安
全
課

☎
�
０
１
５
０

◆
対

象

◇
特

級

1
級
ま
た
は
単
一
等
級
取
得
後
5
年
以

上
の
実
務
経
験
を
有
す
る
方

◇
１

級

７
年
以
上
、
ま
た
は
２
級
取
得
後
２
年

以
上
の
実
務
経
験
を
有
す
る
方

◇
単
一
等
級

３
年
以
上
の
実
務
経
験
を
有
す
る
方

◇
２

級

２
年
以
上
の
実
務
経
験
を
有
す
る
方
、

ま
た
は
３
級
取
得
者

◇
３

級

半
年
以
上
の
実
務
経
験
を
有
す
る
方
、

ま
た
は
該
当
す
る
科
目
で
職
業
訓
練
・

高
等
学
校
・
短
期
大
学
・
大
学
・
各
種
（
専

南
空
知
消
防
組
合

消
防
職
員
採
用
試
験

危
険
物
取
扱
者
試
験

後
期
技
能
検
定

消
防
設
備
士
試
験

町
立
介
護
福
祉
学
校

専
任
教
員
採
用
試
験
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修
）
学
校
（
厚
生
労
働
大
臣
指
定
に
限

る
）
の
在
学
生
を
含
む
。

◆
実
施
職
種

機
械
保
全
、
配
管
、
鉄
筋
施
工
、
建
築

大
工
な
ど

◆
受
付
期
間

10
月
3
日
㈪
～
10
月
14
日
㈮

◆
そ
の
他

経
験
年
数
の
短
縮
・
免
除
、
実
施
職
種
、

受
検
手
数
料
な
ど
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

中
空
知
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
内

空
知
地
方
技
能
訓
練
協
会

☎
０
１
２
５（
２
４
）１
８
８
０

◆
日

時　

10
月
11
日
㈫
～
14
日
㈮

午
後
５
時
30
分
～
８
時
30
分

◆
場

所

岩
見
沢
市
民
会
館
ま
な
み
ー
る
（
岩
見

沢
市
９
条
西
４
丁
目
１
）

◆
科

目

･
危
険
物
に
関
す
る
法
令

･
基
礎
的
な
物
理
学
お
よ
び
化
学

･
危
険
物
の
性
質
、
火
災
予
防
お
よ
び
消

火
の
方
法

･
練
習
問
題

◆
受
付
期
間

講
習
会
開
催
日
の
１
週
間
前
ま
で
、
予

定
人
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

◆
受
講
申
請
書
の
請
求
先
・
問
い
合
わ
せ

南
空
知
消
防
組
合
消
防
署
生
活
安
全
課

☎
�
０
１
５
０

◆
講
習
日
・
場
所

･
札
幌
市

消
火
設
備　

10
月
3
日
㈪
・
4
日
㈫

警
報
設
備　

10
月
6
日
㈭
・
7
日
㈮

消
火
器　

10
月
4
日
㈫
・
5
日
㈬

北
海
道
自
治
会
館
（
札
幌
市
北
区
北
6

条
西
7
丁
目
）

◆
科

目

消
火
設
備　

甲
・
乙
種
１
類

警
報
設
備　

甲
・
乙
種
４
類

消
火
器　

乙
種
６
類

◆
受
付
期
間　

９
月
12
日
㈪
～
28
日
㈬

◆
受
講
申
請
書
の
請
求
先
・
問
い
合
わ
せ

南
空
知
消
防
組
合
消
防
署
生
活
安
全
課

☎
�
０
１
５
０

◆
講
習
日
・
場
所

･
岩
見
沢
市　

10
月
6
日
㈭

･
札
幌
市　

10
月
3
日
㈪
・
12
月
8
日
㈭

い
ず
れ
か
1
日
を
指
定
し
受
講

◆
対

象

①
平
成
21
年
３
月
31
日
以
前
に
免
状
の
交

付
ま
た
は
保
安
講
習
を
受
け
、
現
在
危

険
物
取
扱
作
業
に
従
事
し
て
い
る
危
険

物
取
扱
者
の
方

②
危
険
物
の
取
扱
作
業
に
従
事
し
て
い
な

か
っ
た
方
が
、
そ
の
後
、
従
事
す
る
こ

と
と
な
っ
た
場
合
は
、
そ
の
従
事
す
る

こ
と
と
な
っ
た
日
か
ら
１
年
以
内
に
受

講
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
（
以
降
３

年
以
内
ご
と
に
受
講
）。

③
②
に
該
当
す
る
方
で
、
過
去
２
年
以
内

に
免
状
の
交
付
ま
た
は
講
習
を
受
け
て

い
る
場
合
は
、
そ
の
免
状
交
付
日
ま
た

は
講
習
日
か
ら
３
年
以
内
に
受
講
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
（
以
降
３
年
以
内

ご
と
に
受
講
）。

◆
受
付
期
間

受
講
開
催
日
の
10
日
前
ま
で

◆
受
講
申
請
書
の
請
求
先
・
問
い
合
わ
せ

南
空
知
消
防
組
合
消
防
署
生
活
安
全
課

　

☎
�
０
１
５
０

【
物
産
展
交
流
＆
南
幌
温
泉
】

◆
日

時　

9
月
29
日
㈭

午
前
11
時
～
午
後
4
時
30
分

◆
見
学
場
所

さ
っ
ぽ
ろ
オ
ー
タ
ム
フ
ェ
ス
ト
物
産

展
、
南
幌
温
泉

◆
参
加
料

･
大
人　
　
　

1
5
0
0
円

・
小
人　
　
　

1
0
0
0
円

入
湯
料
・
お
土
産
含
む
（
昼
食
各
自
）

◆
申
込
期
間　

9
月
5
日
㈪
～
13
日
㈫

参
加
者
が
10
人
以
下
の
場
合
は
中
止
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
主

催

南
空
知
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
組
合

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

町
経
営
企
画
課
地
域
政
策
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
7
5
0
2

講
　
　
習

消
防
設
備
士
事
前
講
習

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習

危
険
物
取
扱
者
試
験

準
備
講
習

催
　
　
し

南
空
知
再
発
見
バ
ス
ツ
ア
ー



【
絆
～
一
期
一
笑
を
大
切
に
～
】

◆
日

時　

９
月
17
日
㈯

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

◆
場

所　

北
海
道
介
護
福
祉
学
校

◆
内

容

介
護
技
術
実
演
、屋
外
模
擬
店
、各
サ
ー

ク
ル
発
表
な
ど

◆
問
い
合
わ
せ

北
海
道
介
護
福
祉
学
校

学
校
祭
実
行
委
員
会

☎
�
６
０
６
０

◆
日

時　

９
月
9
日
㈮
～
16
日
㈮

　

午
前
8
時
45
分
～
午
後
5
時
30
分

※
土
曜
・
日
曜
日
は
除
く

◆
場

所　

　

空
知
総
合
振
興
局
１
階
玄
関
ロ
ビ
ー

◆
内

容

パ
ネ
ル
の
掲
示
、
心
の
健
康
度
チ
ェ
ッ

ク
コ
ー
ナ
ー
、
情
報
資
料

◆
問
い
合
わ
せ

岩
見
沢
保
健
所

　

☎
０
１
２
６
（
２
０
）
０
１
２
１

　
◆
日

時

9
月
13
日
㈫　

午
後
7
時
～

◆
場

所

　

勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
研
修
室
」

◆
内

容

・
岩
見
沢
中
央
小
学
校
の
長
井
美
木
養
護

教
諭
を
講
師
に
招
き
、
安
全
な
食
生
活

や
健
康
な
体
づ
く
り
な
ど
、
子
ど
も
の

健
康
に
つ
い
て
考
え
る
。

◆
参
加
料

無　

料

◆
問
い
合
わ
せ

栗
山
の
教
育
を
語
る
会　

事
務
局

角
田
小
学
校　

富
石

☎
�
0
5
1
9

　

家
事
に
育
児
…
家
族
の
た
め
に
毎
日
頑

張
っ
て
い
る
お
母
さ
ん
！
家
族
の
元
気
は

お
母
さ
ん
か
ら
…
コ
コ
ロ
も
カ
ラ
ダ
も
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

◆
日
時
・
場
所

10
月
6
日
㈭
と 

11
月
2
日
㈬
の
全
2
回

①
お
母
さ
ん
だ
け
コ
ー
ス
（
託
児
あ
り
）

午
前
10
時
30
分
～

場
所
：
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

②
お
母
さ
ん
と
子
ど
も
で
参
加
コ
ー
ス

午
後
2
時
～

場
所
：
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー　

し
ゃ
る
る

24

◆
内

容

・
コ
コ
ロ
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
法
を
学
ぶ

・
呼
吸
法
ス
ト
レ
ッ
チ

・
い
ろ
い
ろ
な
ア
ロ
マ
を
体
験

・
ス
ト
レ
ス
度
チ
エ
ッ
ク
（
希
望
者
）

◆
対
　
　
象

子
育
て
中
の
お
母
さ
ん

◆
参
加
費

　

無　

料

◆
定
　
　
員

そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ー
ス
各
20
人

※
申
し
込
み
受
付
は
９
月
5
日
㈪
か
ら

◆
持
ち
物

動
き
や
す
い
服
装
。
タ
オ
ル
・
飲
み
物

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

町
地
域
医
療
・
保
健
対
策
室

☎
�
2
2
5
6

◆
日

時

9
月
11
日
㈰  

午
前
9
時
～
午
後
4
時

◆
場

所　

月
形
刑
務
所
構
内　

　

樺
戸
郡
月
形
町
1
0
1
1
番
地

◆
内

容

・
全
国
の
刑
務
所
作
業
製
品
の
展
示
即
売

・
刑
務
所
に
関
す
る
パ
ネ
ル
の
展
示

・
所
内
見
学　

ほ
か

◆
入
場
料

　

無　

料

◆
問
い
合
わ
せ

月
形
刑
務
所

☎
0
1
2
6
（
5
3
）
3
2
3
5

まちのおしらせ

ア
ロ
マ
de
ス
ト
レ
ッ
チ

13:00 ～　みのり太鼓
13:30 ～　勝手にカラオケ
15:00 ～　美唄 501　アマチュアデュオ
16:00 ～　カラオケ大会（申込者のみ）
19:00 ～　間嶋直俊オンステージ（予定）
19:30 ～　城山さとみオンステージ（予定）　
20:00 ～　ビンゴゲーム

ご縁広場（松風 2）

月
形
刑
務
所
矯
正
展

第
24
回
介
護
学
校
学
校
祭

栗
山
の
教
育
を
語
る
会

教
育
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

【問い合わせ】
松風商店街振興会   ㈲そらち  ☎ �1236

自
殺
予
防
パ
ネ
ル
展

岩見沢市

長
沼
町 夕

張
市

角田

継立

杵臼

桜山

雨煙別

日出

●南部公民館

円山

滝下

●緑丘神社
●ダム

●桜山自然の家

道道札幌夕張線

道道鳩山継立停車場線

25

infomation ９

10 月 1 日から赤い羽根共同募金運動が
始まります。

秋祭り期間を「赤い羽根共同募金キャ
ンペーン期間」として、募金協力いただ
いた方に赤い羽根の代わりに北海道日本
ハムファイターズの選手カード（稲葉選
手、小谷野選手、田中選手、糸井選手）
をお渡しします。

皆さんのご理解とご協力をお願いいた
します。

【問い合わせ】
赤い羽根共同募金事務局
栗山町社会福祉協議会　☎� 1322

９月 18 日㈰

継立神社祭典会場

９月 24 日㈯ ～ 26 日㈪

栗山天満宮例大祭会場

赤い羽根共同募金
キャンペーン事業

９
月
16
日
㈮
～
19
日
㈷
ま
で
の
間
、

わ
が
国
最
大
の
自
転
車
の
ス
テ
ー
ジ

レ
ー
ス
「
ツ
ー
ル
･
ド
・
北
海
道

２
０
1
1
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

■
栗
山
町
、
第
3
ス
テ
ー
ジ
で
通
過

　

栗
山
町
は
、
18
日
㈰
に
占
冠
村
を
午

前
９
時
30
分
に
ス
タ
ー
ト
す
る
第
3

ス
テ
ー
ジ
で
通
過
し
ま
す
。
コ
ー
ス
は

日
出
、
継
立
を
通
過
し
北
上
し
て
い
き

ま
す
。
選
手
た
ち
に
沿
道
か
ら
の
ご
声

援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

※
当
日
は
同
コ
ー
ス
に
て
市
民
参
加
に
よ

る
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
も
行
わ
れ
ま
す
。

■
交　

通　

規　

制　

■

①
競
技
時
間
中
は
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す

の
で
、
車
両
の
通
行
は
で
き
る
だ
け
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
。

②
交
通
規
制
の
行
わ
れ
て
い
る
道
路
の
部

分
で
は
、
競
技
と
同
一
方
向
へ
の
車
両

は
通
行
で
き
ま
せ
ん
。

③
対
面
車
両
が
通
行
で
き
る
場
合
で
あ
っ

て
も
、
競
技
自
転
車
が
接
近
し
て
い
る

と
き
に
は
、
右
折
･
横
断
･
転
回
は

で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
場
合
に
よ
り
一

時
停
止（
停
止
時
間
は
最
大
20
分
程
度
）

を
お
願
い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

④
都
合
に
よ
り
規
制
時
間
を
変
更
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
現
場
の
係
員
の

指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

⑤
競
技
自
転
車
と
す
れ
違
う
と
き
は
、
減

速
す
る
な
ど
競
技
の
安
全
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

◆
市
民
レ
ー
ス

　

午
前
10
時
30
分
～

　

11
時
30
分
こ
ろ

◆
第
3
ス
テ
ー
ジ
（
栗
山
町
）

　

正
午
～
午
後
１
時
こ
ろ

9
月
18
日
㈰
に
栗
山
町
を
通
過
！

ツ
ー
ル
・
ド
・
北
海
道
2
0
1
1

◆
日

時　

9
月
21
日
㈬
・
22
日
㈭

午
前
10
時
～
午
後
3
時

◆
場

所

　

栗
夢
プ
ラ
ザ

◆
内

容

　

め
ぐ
み
幼
稚
園
児
に
よ
る
チ
ャ
レ
ン
ジ

シ
ョ
ッ
プ
。
お
菓
子
（
パ
ン
、
パ
ウ
ン

ド
ケ
ー
キ
、
あ
ん
ド
ー
ナ
ツ
な
ど
）
の

販
売
や
、
子
ど
も
服
、
お
も
ち
ゃ
な
ど

の
バ
ザ
ー
を
行
い
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

栗
山
め
ぐ
み
幼
稚
園

☎
�
1
4
5
9

め
ぐ
み
デ
パ
ー
ト



　◆
日
時
・
場
所

　

9
月
15
日
㈭　

午
前
10
時
～
午
後
4
時

空
知
総
合
振
興
局

◆
対
　
　
象

借
金
な
ど
の
経
済
問
題
で
お
困
り
の
方

◆
内

容

精
神
科
医
に
よ
る
心
の
健
康
相
談
、
弁

護
士
に
よ
る
経
済
問
題
の
相
談

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

岩
見
沢
保
健
所

　

☎
０
１
２
６
（
２
０
）
０
１
２
１

　

９
月
5
日
か
ら
11
日
は
「
高
齢
者
・

障
が
い
者
の
人
権
あ
ん
し
ん
相
談
」
強

化
週
間
で
す
。
期
間
中
、
高
齢
者
や
障

が
い
の
あ
る
方
へ
の
虐
待
や
嫌
が
ら
せ

な
ど
の
相
談
に
応
じ
る
特
設
電
話
相
談

所
を
開
設
し
ま
す
。

◆
相
談
の
日
時

　
9
月
5
日
㈪
～
11
日
㈰　

　

午
前
8
時
30
分
～
午
後
7
時

※
9
月
10
日
㈯
・
11
日
㈰
は
午
前
10
時

～
午
後
5
時
ま
で

◆
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

☎
0
5
7
0
（
0
0
3
）
1
1
0

◆
問
い
合
わ
せ

札
幌
法
務
局
岩
見
沢
支
局

☎
０
１
２
６
（
２
2
）
0
6
1
9

◆
日
時
・
場
所

　
9
月
16
日
㈮　

午
後
１
時
～
4
時

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
し
ゃ
る
る
」

◆
内

容

札
幌
弁
護
士
会
所
属
弁
護
士
に
よ
る
20

分
間
程
度
の
法
律
相
談

◆
申
込
方
法　

　

事
前
に
電
話
で
予
約

◆
相
談
料　

　

無　

料　
（
定
員
7
人
）

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

栗
山
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
�
1
3
2
2

　◆
日
時
・
場
所

　

9
月
15
日
㈭　

午
後
1
時
～
3
時

空
知
総
合
振
興
局

◆
対
　
　
象

心
に
健
康
問
題
を
抱
え
て
い
る
方
、
精

神
障
が
い
の
あ
る
方
、
そ
の
ご
家
族

◆
相
談
員

精
神
科
嘱
託
医
師
に
よ
る
面
接
相
談

◆
申
込
期
限　

9
月
14
日
㈬
の
午
前
中

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

岩
見
沢
保
健
所

　

☎
０
１
２
６
（
２
０
）
０
１
２
１

　

岩
見
沢
公
証
役
場
で
は
、
公
証
週
間

の
行
事
と
し
て
次
の
と
お
り
公
証
業
務

に
関
す
る
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

◆
日

時

　

10
月
1
日
㈯
～
7
日
㈮

午
前
9
時
15
分
～
午
後
4
時
30
分

※
1
日
㈯
～
2
日
㈰
は
要
予
約

◆
場

所

　

岩
見
沢
公
証
役
場　

岩
見
沢
市
４
条
西

１
丁
目
２
番
地
5
Ｍ
Ｙ
岩
見
沢
ビ
ル
2

◆
内

容

　
老
後
の
安
心
設
計
と
し
て
（
遺
言
・
任

意
後
見
契
約
・
尊
厳
死
の
宣
言
）、
離

婚
に
伴
う
養
育
費
・
慰
謝
料
な
ど
の
支

払
い
契
約
や
年
金
分
割
の
合
意
、
金
銭

の
貸
借
契
約
、株
式
会
社
の
定
款
認
証
、

私
署
証
書
の
認
証
な
ど

◆
相
談
料　

無　

料

◆
問
い
合
わ
せ

岩
見
沢
公
証
役
場

☎
０
１
２
６（
２
2
）1
7
5
2
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まちのおしらせ

相  
  

談

栗山天満宮例大祭
9 月 24 日土・25 日日・26 日月
露店出店路線は右図のとおり、「駅前通り」と「公園通り」です。

【問い合わせ】　※祭典行事関係 … 栗山天満宮　☎ 72-1370

公
証
業
務
相
談
所
開
設

無
料
法
律
相
談

心
の
健
康
相
談

高
齢
者
・
障
が
い
者

人
権
あ
ん
し
ん
相
談

自
殺
予
防
週
間
特
別
相
談
会

【
7
月
16
日
～
8
月
15
日
届
出
分（
敬
称
略
）】

　

氏
　 

名
　    

月 

日                          

父
母
名       

住  

所

干
場
彩あ

や
か夏 

7/14

遠
藤
和な
ご
み水 

7/16

大
野
月る

あ煌 

7/23

本
田
悠ゆ

う
い偉 

7/24

伊
東
優ゆ

き希 

7/26

横
岡
海か
い
と音 

7/27

宮
田
翔か
け
る琉 

7/28

仁
平
み
よ 

8/8

隆

則

二

美

秀

介

千

晶

浩

司
純徹

智

美

春

樹

早

苗

弘

志

春

美
充
智

恵

将

太

里

佳

松
風
３

松
風
４

南
学
田

朝
日
４

杵

臼

朝
日
４

桜

山

雨
煙
別

お
め
で
た

【
7
月
16
日
～
8
月
15
日
届
出
分（
敬
称
略
）】

　

  

氏
　
名
　   
齢  
月 
日                         

世
帯
主       

住  

所

青
山
安
子 

56 
7/16 
正

志

大
川
博
子 

74 

7/18 
幸

夫

粟
野
キ
ヨ 

87 

7/20 

本

人

齊
藤
君
代 

96 

7/21 

幸

代

傳
里
十
四
子 

86 

7/24 

本

人

能
渡
正
美 

69 

7/24 

本

人

小
川
ス
ヱ
子 

92 

8/6 

本

人

大
塚
文
夫 

78 

8/6 

本

人

松
尾
　

寛 

90 

8/6 

本

人

菅
原
ミ
チ
子 

79 

8/7 

本

人

小
澤
五
郎 

78 

8/8 

裕

子

宮
前
清
和 

68 

8/8 

本

人

上
野
寅
吉 

89 

8/12 

本

人

寺
本
政
治 

80 

8/14 

本

人

お
く
や
み

御

園

松
風
２

南
学
田

中
央
２

湯

地

角

田

朝
日
４

三
日
月

継

立

松
風
３

中
央
３

朝
日
３

中
央
４

朝
日
３

【
慰　

問
】

◇
峰
こ
う
じ
さ
ん
（
留
萌
市
）
◇
椿
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
友
の
会
（
新
十
津
川
町
）

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
】

◇
月
見
草
の
会
（
佐
藤
倶
子
会
長
）

【
物　

品
】

◇
カ
イ
ン
ド
ネ
ス　

シ
オ
ミ
薬
品
◇
エ
ス

ケ
ー
ア
イ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
な
の
花
薬
局
栗

山
店
◇
く
す
り
の
え
び
な
◇
栗
山
詩
吟
愛

好
会
◇
コ
ニ
ー
時
計
店

【
慰　

問
】

◇
栗
山
町
赤
十
字
奉
仕
団
◇
峰
音
楽
事
務

所
（
札
幌
市
）
◇
栗
山
詩
吟
愛
好
会
◇
五

葉
会

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
】

◇
卜
部
澄
子
さ
ん
（
松
風
4
）
◇
三
浦
英

昭
さ
ん（
朝
日
4
）◇
太
田
欣
仁
さ
ん（
松

風
2
）
◇
西
岡
マ
サ
子
さ
ん
（
松
風
2
）
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漏水調査を実施します！
　水道は、道路などに張り巡らされた
水道管から、皆さんの家庭に給水され
ています。
　水道管は、経年劣化による腐食や路
面荷重などによって亀裂が生じ、漏水
してしまうことがあります。特に水道
メーターより前の水道管からの漏水は、
収益の発生しない給水を続けてしまう
ことになり、水道経営を圧迫する要因
となります。このことから、ムダな給
水の減少と経営の健全化のために毎年

漏水調査を実施して
います。
　 漏 水 調 査 は、 町 が
委託した業者が皆さ
ん の 家 庭 を 訪 問 し、
水道メーター付近を
調査させていただき

ますので、ご理解とご協力をよろしく
お願いします。

【調査期間】９月上旬～１０月下旬
【対象地域】町内全域
【委託業者】株式会社  管路診断

調査方法など
○町が委託した専門業者の調査員が主

に日中に行います。
○ご家庭のメーターボックスを開閉す

ることがあります。
○調査費用は、無料です。
○調査員は、専用の調査機器（音聴棒、

漏水探知機など）を使い調査を行い
ます。

○漏水調査員は「漏水調査員」の記名章、
身分証を携帯していますので、不審
に思われたら提示を求めてください。
また、物品の販売や調査費用の請求
は一切しません。

■問い合わせ
町建設水道課上下水道グループ　☎ �7514

infomation ９

【
金
一
封
】

◇
高
杉
公
彦
さ
ん
（
苫
小
牧
市
）
よ
り
総
務

寄
付
金（
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金
）と
し
て
◇

マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
北
海
道
㈱
（
山
尾
啓
一

代
表
取
締
役
社
長
）
よ
り
総
務
寄
付
金（
ま

ち
づ
く
り
）と
し
て
◇
林
弘
慶
さ
ん
（
共
和
）

よ
り
総
務
寄
付
金（
ま
ち
づ
く
り
）と
し
て　

【
金
一
封
】

◇
証
継
寺 

中
村
彰
真
住
職
（
雨
煙
別
）

◇
と
き
わ
町
内
会
（
中
井
穠
会
長
）

【
物　

品
】

◇
真
教
寺 

小
幡
大
秀
住
職
（
杵
臼
）
◇

と
き
わ
町
内
会
（
中
井
穠
会
長
）

　
　
町
　
へ

　
　
泉
徳
苑
へ

■ 次号「広報くりやま 10 月号」の原稿締切は 9月13日㈫まで ■ 提出先：町総務課広報・情報グループ　☎�7501

みんなの

水 道

【
金
一
封
】

◇
松
坂
志
津
枝
さ
ん
（
社
協
講
座
講
師
・

札
幌
市
）
よ
り
社
会
福
祉
事
業
へ

　
　
社
会
福
祉
協
議
会
へ

ご  

厚  

意

　
　
く
り
の
さ
と
へ
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　「開かれた学校づくり」を目指し、地域との連携を深めることを
目的として、町内の各小中学校の授業を皆さんに公開する「地域
公開授業参観」を実施します。自由に授業を参観できますので、栗っ
子が学習している姿をどうぞご覧ください。

学校名 開催日 時間 対象
継立小学校
☎７６－３１５１ ９月８日（木）１０：３０～１２：０５ 全学年

【期 間】  ９月１３日 （火） ～１２月１０日（土）
【回 　 数】各教室　全１０回

【場 　 所】スポーツセンター

【対 　 象】２０歳以上の町民の方

【受 講 料】１,０００円（各教室ごと）

　　　　　 ※早朝ウォーキング教室のみ５００円

【保 険 料】１,６００円（任意加入）

【定 員】各教室　１０人～２５人

【申込方法】

スポーツセンター窓口で申込用紙に必要事項を記入の上、

受講料を添えて申し込みしてください。保険加入希望者

は窓口に申し出て保険料を納入してください。

※９月６日㈫９：００より窓口受付開始します。各教室

　先着順定員制となります。

※印鑑を必ずご持参ください。

※電話での申し込みは受け付けません。

【問い合わせ】　スポーツセンター　☎ 72-6161

第２期

バランスボールピラティス
【曜日・時間】９月１３日（火） 開始
毎週火曜日　１３：３０～１４：３０

【内 　 容】
体に負担が少なく、ヨガと太極拳の要素をミック
スした体にやさしいピラティス教室です。バランス
ボールを使用したメニューが中心です。他にも簡単
なヨガやストレッチポールを使ったメニューも行い
ます。

いきいき運動
【曜日・時間】９月１４日（水） 開始
毎週水曜日　１３：３０～１４：３０

【内 　 容】
卓球・ミニテニス・バドミントンなどを中心に取り組
む、いきいき運動教室です。初心者や運動に自信の
ない方でも安心の内容です。他にもフラフープやバ
ランスボール、ラダー等様々なメニューに取り組み
ました。

エアロでナイト
【曜日・時間】９月１５日（木） 開始

毎週木曜日　１９：００～２０：００
【内 　 容】
エアロビクスの基本的なステップからコンビネー
ションまで、爽快に動くタイプの教室です。お仕事な
どで昼間の参加が難しい方、リフレッシュに最適・オ
ススメです。

早朝ウォーキング
【曜日・時間】９月１４日（水） 開始　（全 5 回）
毎週水曜日　６：２０～７：１０　

【内 　 容】
早朝のラジオ体操をしてから栗山町のすこやかロー
ドを歩く教室です。栗山町では御大師山散策コース
とレンガ通りコースがすこやかロードとして認定さ
れています。皆さんも爽快にウォーキングをしてみ
ませんか？

ソフトエアロ
【曜日・時間】９月１５日（木） 開始
毎週木曜日　１３：３０～１４：３０

【内 　 容】
エアロビクスの基本的なステップからコンビネー
ションまで、軽快に動きます。爽快に汗を流したい
のなら、このソフトエアロビクス教室がオススメ
です。

すこやかストレッチ
【曜日・時間】９月１６日（金） 開始
毎週金曜日　１０：００～１１：００

【内 　 容】
健康増進のためのストレッチ教室です。体力に自信
のない方にオススメです。基本的なストレッチはも
ちろん、バランスボールやストレッチポール、椅子な
どのさまざまな道具を使って飽きのこないメニュー
で展開していきます。
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交流体験＊姉妹都市子ども交歓のつどい

昭和５３年から始まり今年で３３回目を迎える「姉妹都市子ど
も交歓のつどい」が行われました。宮城県角田市より小・

中学生２７人、高校生３人が栗山町に来町し、町内の子どもたち
とともに、２泊３日で雨煙別小学校 コカ・コーラ環境ハウスに宿
泊、夏まつり花火大会の見学、夕張川での川流れ・川下り体験、
ホタル観賞などを通して交流を深めました。（７月２３～２５日）

きれいにできたよ＊夏休み工房体験

小学生に木工の楽しさを体験してもらおうと、あさひ工房で
「夏休み木工体験教室」（町教育委員会主催）を行いまし

た。講師に町内在住の木彫芸術家、古川世
せ つ お

都生さんの指導によ
り、木工の楽しさが伝えられました。低学年対象の「動物プレー
トをつくろう」では、クマやパンダのプレートに自分で好きな色を
塗り、福笑いのように目や鼻、口に表情をつけながら糊づけして
完成。色とりどりの表情豊かな作品が出来上がりました。栗山小
２年の田中咲

さ ゆ き

幸さんは「やすりがけや色ぬりがむずかしかったけ
ど、きれいにできました」と話していました。 （７月２８・２９日）

くりやま生涯学習塾 「碑
ひ

」めぐり

生涯学習一人一芸登録の会員で組織した「くりやま生涯学
習塾」の会員が、地域にねざした学習・会員の資質向上

のため、２日間にわたり町内の「碑
ひ

」などをめぐり、開拓記念館
出南研究員の解説・指導を受けました。１日目は栗山市街地・
北部・中部地区を、２日目は南部地域を中心にまわり、住宅街に
ひっそりと存在する「碑

ひ

」や夕張鉄道跡などを見学しました。参
加者はそれぞれ、栗山の歴史が垣間見える「碑

ひ

」や「風景」など
を写真に収め、完成した作品はカルチャープラザ「Eki」で展示
されます。　　　　　　　　　　　　（７月１０日、８月７日）

コカ ･コーラ環境フォーラム開催される！

環境教育・保全活動に取り組む全国の学生たちなどの団体
を称え支援する「コカ･コーラ環境フォーラム２０１１」が、

雨煙別小学校 コカ･コーラ環境ハウスで開催されました。財団法
人コカ･コーラ教育・環境財団（末吉紀雄理事長 東京都）が主催
し、文部科学省と環境省などが後援して、第１８回目となりまし
た。沖縄県浦添市立港川小学校が「活動表彰部門」、青森県名
久井農業高校が「次世代支援部門」の大賞にそれぞれ選ばれま
した。プレゼンターには、北京オリンピック金メダリストの北島康
介選手が登場し、会場を大いに沸かせました。 （８月５～７日）
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楽
し
さ
い
っ
ぱ
い
！

皆
さ
ん
そ
ろ
っ
て
来
て
く
だ
さ
い
。

■
日　
　

時

　

９
月
３
日
㈯　

午
前
11
時
～　

■
場　
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栗
山
町
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書
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（
中
央
3
）

■
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幼
児
～
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学
生
低
学
年
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無
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■
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手
遊
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・
絵
本

「
お
お
き
な
か
ぶ
」

「
お
つ
き
さ
ま
こ
ん
ば
ん
は
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月
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決
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付　
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前
９
時
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分
～

　

集
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時
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分
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集
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健
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気
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月
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町
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０
０
円

■
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い
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せ

　

由
仁
町
教
育
委
員
会

　

☎
�
３
９
０
４

【問い合わせ】　栗山町図書館　　☎ 72-6055

■日　時　９月１０日㈯
　　　　　１１：００～１２：００
■場　所　栗山町図書館
■入場料　無料
■定　員　９０人（先着順）
■内　容
　「ガウチョス」によるマリオネット人形劇。
　「ぶんぶく茶釜」、「チンドン屋さんと南京玉すだれ」

青空図書館のお知らせ
人形劇団がやってくる人形劇団がやってくる

経済を読む　　９月１日㈭～１０月１６日㈰

特集コーナー
一般向け

児童向け

ふしぎ　　　　９月２０日㈫～１０月１６日㈰
芸術家になろう ９月１日㈭～９月１８日㈰

　図書館では求人情報を紹介しているビジネス
コーナーを設置しています。どうぞご活用くだ
さい。
■週刊ハローワーク地域別求人情報
　（夕張、岩見沢、千歳・恵庭、苫小牧・安平）
■職種・働き方・条件で選ぶシゴト情報誌
　「ａｎ　ｗｅｅｋｌｙ　北海道版」など

ビジネスコーナー
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【期 間】１月６日㈮～１４日㈯　( 予定 ) ９日間
【場 所】オーストラリア（パース）
【対 象】町内在住の中学１年生～高校３年生
【定 員】８人（予定）
【内 容】ホームスティや現地学生との交流、

　　　　　 自然体験プログラムなど
【負 担 金】６万円（パスポート、旅行保険など

　　　　　 別途約２万円必要）
【募集方法】参加申込書と作文（「少年ジェットに参

　　　　　  加して学びたいこと」８００字程度）
　　　　　 ※受付後、後日面接を行います

【申込期間】９月１４日㈬～１０月１３日㈭
【申込先・問い合わせ】

  教育委員会社会教育グループ　☎７２ー１１１７

青少年海外派遣事業 自分のペースでいつでも学べる！　丁寧で親切な個別指導！

【日 時】１０月４日㈫～３月２９日㈭ 毎週火・木曜日
９：００～１２：００（１日３時間）

【場 所】ＮＰＯ法人くりやまコミュニティネットワーク
中央３丁目３０５（消防署斜め向かい）

【対 象】１８歳以上の町民の方
【受 講 料】１日１,０００円（受講日当日納入）
※テキスト代１,０５０円が別途かかります。
※テキストを使って自分のペースで受講できます。希望日

を事前に予約してください。受講回数は４回（４日）ま
でです。

【定 員】１６人（１日の受講定員は４人まで）
【申込方法】受講希望日を電話で申し込み

【申込先・問い合わせ】　ＮＰＯ法人くりやまコミュニティネットワーク　☎ 73-3131

初級者向けの講座（Word2007＆ Excel2007入門・
はじめよう！ブログ講座）も受講生を募集しています。
※受講料は１日 5,000 円で受講できます。

　スポーツ基本法が改正になり、体育指導委員は、８
月２４日よりスポーツ推進委員に名称が変更になりま
した。
　スポーツ推進委員は、住民のスポーツ振興を目的
に、スポーツに関する指導・助言を行い、さらにはス
ポーツ振興の企画やコーディネーターとしての役割
を担っています。

役 　 　 職 氏 　 　 名
委員長（企画調査部） 岡　 山　 典　 弘
副委員長（企画調査部） 永　 池　 英　 彦
企 画 調 査 部 長 渡　 辺　 光　 章
企 画 調 査 部 員 　 杉　 本　 真 由 美
指 導 部 長 佐　 藤　 直　 樹
指 導 部 員 高　 石　 賢　 治
指 導 部 員 中 山 嘉 子
指 導 部 員 棚　 田　 和　 也
普 及 部 長 松　 本　 達　 也
普 及 部 員 犬 井 和 也
普 及 部 員 宮 本 由 紀
普 及 部 員 大　 塚　　　  崇

【日 時】１０月２日㈰ １０：００～１２：００
　　　　　（受付９：３０～／競技開始１０：００～）※雨天中止

【場 所】ふじスポーツ広場
【対 象】
 ３歳以上（親子で参加できます、未就学児は保護者同伴）

【内 容】
 綱引きや大玉転がしなど芝生の上で楽しめる大運動会
 ※競技終了後に景品がもらえる抽選会があります。

【申込方法】当日受付にて申し込み（参加無料）
【問い合わせ】教育委員会社会教育グループ ☎７２－１１１７

スポーツ推進委員が行く！
スポーツ推進委員に名称が変更になりましたスポーツ推進委員に名称が変更になりました

くりやまファミリースポーツフェスティバルくりやまファミリースポーツフェスティバル



第
27
回
く
り
や
ま
芸
術
祭

出
展
作
品
募
集

■
期
　
　
間　

10
月
13
日
㈭
～
16
日
㈰

■
場
　
　
所

　

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
Ｅ
ｋ
ｉ
」

■
募
集
作
品

絵
画
・
書
道
・
文
芸
・
写
真
・
木
彫
・

盆
栽
・
華
道
・
手
工
芸
・
陶
芸
ほ
か

■
対
　
　
象　

町
内
在
住
の
社
会
人

■
出
品
規
定　

未
発
表
の
自
作
品

■
出
品
料　

無
料

■
申
込
方
法

出
品
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

芸
術
祭
実
行
委
員
会
事
務
局
へ
提
出

※
申
込
書
は
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
し
ゃ
る
る

窓
口
に
て
配
布

※
作
品
は
10
月
12
日
㈬
の
午
後
１
時
か
ら

各
自
搬
入

■
申
込
期
限　

９
月
２
日
㈮

■
主
催
・
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

く
り
や
ま
芸
術
祭
実
行
委
員
会

　

☎
�
１
１
１
７

第
19
回
く
り
や
ま
音
楽
祭

出
演
者
募
集

■
日
　
　
時
　
10
月
22
日
㈯ 

午
後
１
時
～

■
場
　
　
所

　

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
Ｅ
ｋ
ｉ
」

■
内
　
　
容

ピ
ア
ノ
な
ど
の
個
人
演
奏
や
合
唱
団
、

吹
奏
楽
部
の
演
奏
な
ど

■
対
　
　
象

　

町
内
で
活
動
す
る
グ
ル
ー
プ
や
個
人

■
出
演
料　

無
料

■
申
込
期
限　

10
月
３
日
㈪

※
申
込
書
は
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
し
ゃ
る
る

窓
口
に
て
配
布

■
主
催
・
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

く
り
や
ま
音
楽
祭
実
行
委
員
会

　

☎
�
１
１
１
７

第
44
回
栗
山
町
芸
能
祭

■
第
20
回
カ
ラ
オ
ケ
発
表
会

　

11
月
２
日
㈬　

午
後
５
時
30
分
～

■
第
44
回
芸
能
発
表
会

　

11
月
３
日
㈷　

午
前
10
時
～

■
場
　
　
所

　

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
Ｅ
ｋ
ｉ
」

　

多
目
的
ホ
ー
ル

■
内
　
　
容

栗
山
町
文
化
連
盟
加
盟
団
体
に
よ
る

カ
ラ
オ
ケ
、
民
謡
、
詩
吟
、
日
舞
、

フ
ラ
ダ
ン
ス
な
ど
の
発
表
会

■
入
場
料　

無
料

■
主
　
　
催　

栗
山
町
文
化
連
盟

■
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会
社
会
教
育
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
１
１
１
７

第
45
回
栗
山
町
菊
花
展

■
日
　
　
時

　
11
月
１
日
㈫　

午
後
１
時
～
10
時

　
11
月
２
日
㈬　

午
前
９
時
～
午
後
10
時

　
11
月
３
日
㈷　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

■
場
　
　
所

　

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
Ｅ
ｋ
ｉ
」

　

ロ
ビ
ー
（
１
階
）

■
内
　
　
容

栗
山
菊
花
好
友
会
会
員
に
よ
る
菊
花
の

展
示
（
２
・
３
日
は
即
売
を
実
施
）

■
主
　
　
催　

栗
山
菊
花
好
友
会

■
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会
社
会
教
育
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
１
１
１
７
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第
２
回
「
く
り
や
ま
歴
史
散
歩
」

～
開
拓
記
念
樹
林
や
史
跡
を
め
ぐ
り
ま
す
～

■
日
　
　
時

　

10
月
４
日
㈫　

午
前
9
時
～
午
後
3
時

■
集
合
場
所

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
し
ゃ
る
る
」
大
ホ
ー
ル

■
見
学
場
所

　

栗
山
北
部
・
南
部
地
区

■
内
　
　
容

■
参
加
料

　

１
０
0
0
円
（
昼
食
代
）
当
日
支
払
い

※
雨
煙
別
小
学
校 

コ
カ
・
コ
ー
ラ
環
境
ハ
ウ

ス
で
昼
食

■
定

員

　

40
人
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

■
申
込
期
限

　

９
月
22
日
㈭

■
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会
社
会
教
育
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
１
１
１
７

 バスで史跡めぐり

高
齢
者
大
学
「
い
き
い
き
す
く
ー
る
」

学
校
祭

《
作
品
展
示
》

■
日
　
　
程

　

９
月
12
日
㈪
～
14
日
㈬

■
時
　
　
間

　

午
前
9
時
～
午
後
５
時

　
（
14
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

■
場
　
　
所

　

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
Ｅ
ｋ
ｉ
」

　

町
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

■
内
　
　
容

　

受
講
生
に
よ
る
絵
画
・
書
道
・
写
真
・
木

　

彫
・
盆
栽
・
華
道
・
手
工
芸
・
陶
芸
な
ど

　

の
展
示

《
ス
テ
ー
ジ
発
表
》

■
日
　
　
時

　

９
月
14
日
㈬　

午
後
１
時
～
２
時
30
分

■
場
　
　
所

　

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
Ｅ
ｋ
ｉ
」

　

多
目
的
ホ
ー
ル

■
内
　
　
容

　

受
講
生
に
よ
る
合
唱
・
ハ
ー
モ
ニ
カ
・
大

　

正
琴
の
演
奏

■
そ
の
他

　

ス
テ
ー
ジ
発
表
終
了
後
、
午
後
２
時
30
分
か

　

ら
受
講
生
を
対
象
と
し
た
「
高
齢
者
消
費
者

　

被
害
防
止
講
習
会
」
を
実
施
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会
社
会
教
育
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
１
１
１
７

●
催
し
●

外国語指導助手
（Assistant Language Teacher）

栗山中学校
ジェシカ先生のプロフィール　～ PROFILE ～

名 前　ジェシカ・メリル
年 齢　２２歳
出身地　アメリカ合衆国ワシントン州
趣 味　料理・日本のドラマ鑑賞

ジェシカから一言　～ MESSAGE ～
　中学生の時にアメリカのテレビで放送されていた「セー
ラームーン」を見て日本の事を知りました。その後、大学
で日本語と歴史や文化を
勉強しました。
　栗山では、自然が多く
体験ができるので、自然
と親しみたいと思います。
　これからよろしくお願
いします。

　７月２７日より栗山中学校に新しい外国語指導助手
が赴任しました。授業では、本場の英語を生徒に伝え
ています。
　今後、小学校での英語活動も定期的に支援したり、
児童センターを訪問し、ゲーム・音楽などをとおして
英語を学習を予定しています。
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　暑い日が続きますが、朝夕の冷気とともに秋の使者
カンタンとエゾエンマコオロギが「ルルル・・・。コロ
コロリー」と夜の野原で鳴き始めました。
　今夏のハサンベツではホタルが数多く飛び交い、今
まで見られなかった顔まで赤くなるトンボ、ナツアカネ
が発生しています。子どもたちがたくさん訪れ、川の生
き物たちと触れ合う歓声は続いています。

今月のハサンベツの日は
【日 　 時】９月１１日㈰  ９：００～１２：００
【場 所】ハサンベツ里山センター
【内　　容】・田畑の整備

・湿性植物の移植
・ハサンベツ川の玉石組みによる護
   岸など

【持 ち 物】 長靴、軍手、汚れてもよい服装

毎月第２日曜日は　（９月は１１日）
 『ハサンベツの日』作業日

【主催】ハサンベツ里山計画実行委員会　【問い合わせ】いきものの里ふれあいプラザ（栗山自然情報館）　☎７２－３０００

■日 時　９月５日㈪・７日㈬・９日㈮・
　　　　　　　１２日㈪・１４日㈬　１３ ： ３０～ ： １４ ： ３０
■場 所　栗山水泳プール
■対 象　２０歳以上
■内 容
　水中ウォーキング・リズムに合わせて簡単なア
　クアビクスなどを行います。
■受 講 料　５００円（使用料を含む）
■定 員　各回１０人（先着順）
■申込先 ・ 問い合わせ　　スポーツセンター　☎ 72-6161

■期 間　９月１７日㈯～３０日㈮
■場 所　カルチャープラザ「Ｅｋｉ」ロビー（１階）
■内 容
　生涯学習塾が例年実施している「チャレンジ・フェ
　スタ」の一貫として、今年は会員がカメラで写し
　た町内の「碑

ひ

」などに関する作品を展示
■問い合わせ
　　教育委員会社会教育グループ　☎ 72-1117

スポーツセンターアクア教室スポーツセンターアクア教室

くりやま生涯学習塾

「くりやま歴史探訪」写真展「くりやま歴史探訪」写真展

在りし頃の夕張鉄道日出駅



34

「広報くりやま」VOL.1224

平成23年9月1日

■発　行／栗山町

　〒 069-1512

　北海道夕張郡栗山町松風3丁目252番地

　Tel  0123-73-7501　Fax 0123-72-3179

　ホームページアドレス

　http://www.town.kuriyama.hokkaido.jp/

　E-mail 

　kouhoujouhou-g@town.kuriyama.hokkaido.jp

■編　集／総務課広報・情報グループ

　　　　　栗山町教育委員会

■印　刷／山東印刷株式会社

▼
数
日
前
の
休
日
、
朝
は
快
晴
だ
っ
た
の
に
突
然
の

豪
雨
に
襲
わ
れ
ま
し
た
。な
ぜ
か
私
が
休
み
の
日
や
、

外
出
し
よ
う
と
す
る
瞬
間
、
狙
い
済
ま
し
た
よ
う
に

雨
が
降
り
出
し
ま
す
。
し
か
し
仕
事
で
野
外
の
行

事
が
あ
る
と
き
は
い
つ
も
快
晴
！
つ
い
て
い
る
の

か
、い
な
い
の
か
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
。　
（
原
田
）

▼ 

海
上
で
長
い
間
働
く
人
は
曜
日
の
感
覚
が
お
か

し
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
決
ま
っ
た
曜
日
に
カ
レ

ー
を
食
べ
る
そ
う
で
す
。
私
も
休
日
の
取
材
が
多

い
と
曜
日
の
感
覚
が
お
か
し
く
な
る
時
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
我
が
家
で
決
ま
っ
た
曜
日
に
カ
レ

ー
を
食
べ
た
と
し
て
も
、
次
の
日
、
ま
た
次
の
日

と
カ
レ
ー
が
続
く
の
で
お
そ
ら
く
余
計
に
わ
か
ら

な
く
な
る
で
し
ょ
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
渡
辺
）

▼
久
々
に
救
急
車
に
乗
り
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
搬

送
さ
れ
た
の
で
は
な
く
取
材
で
。
９
日
は
救
急
の
日
。

都
市
部
で
は
、
救
急
車
の
タ
ク
シ
ー
化
が
社
会
問

題
と
聞
い
て
い
ま
す
。
も
し
や
栗
山
で
も
と
思
い

取
材
に
入
り
ま
し
た
が
、「
な
い
こ
と
は
な
い
が
、

年
に
２
、３
件
の
レ
ベ
ル
」
と
聞
き
、
ひ
と
安
心
。

急
き
ょ
予
定
変
更
し
Ａ
Ｅ
Ｄ
へ
、
こ
ち
ら
は
設
置

数
が
増
え
て
い
ま
す
。
で
も
使
え
な
け
れ
ば
、
た

だ
の
箱
。
皆
で
使
い
方
を
学
び
ま
し
ょ
う
。（
中
野
）

編
集
後
記

子どもたちに木のぬくもりやモノを作る喜びを知っ
てもらおうと「匠まつり 2011」（くりやまの匠たち
主催）が開催されました。子どもたちは、とんかち
と釘を手にし ” くりやま ” の匠から手ほどきを受け木
のおもちゃや棚作りなどを楽しみました。このほか
にもたくさんの手作りイベントが用意され、子ども
たちにとって大満足な一日となりました。

匠まつり 2011
8/6：商店街イベント広場


